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はじめに 
Entry Verification の概要 
ONESOURCE Entry Verification ソリューションは、閉ループ式の通関検証プロセスをサポートしており、

一貫した基準に基づいて通関を監査するという課題に対処します。輸入者と通関業者との通信が切断され

ると、通関業者の仲介システムに保存された情報とユーザーのシステムに保存された情報を照合できなく

なって矛盾が生じる可能性があります。 

輸入者と通関業者との間のデータの不一致とは、通常、次のようなものです。 

• 製品説明が矛盾している/正しくない 
• HS 番号が矛盾している/正しくない 
• 原産国が矛盾している/正しくない 
• 製造者 ID が矛盾している/正しくない  
• 適用される自由貿易協定（FTA）が矛盾している/正しくない 

ONESOURCE Entry Verification は、搬入データを、以下に示すような ONESOURCE 内の他の関連データ

と比較します。 

• ONESOURCE Global Classification に保存された分類データ 

• 発注書（PO）/商業送り状に記載された数量と価額 

統合ソリューションに ONESOURCE Global Classification が組み込まれている場合は、通関前プロセスの

一環として部品データファイルを通関業者に毎晩送信できます。この手順を [閉ループ] プロセスに追加す

ることで、通関業者が通関プロセス中に常に最新の分類データを使用することが高い確率で保証されま

す。 

システム内のデータソースに制限はありません。たとえば、搬入データと ONESOURCE 内に存在するデ

ータとの比較には、グローバル分類のみ、または以下のような追加の外部情報元を含めることができま

す。  

• PO 
• コマーシャルインボイス 
• 材料受領証明書 
• 買掛金 
• 輸入者セキュリティ申告（ISF/10+2） 
• 自由貿易協定（FTA） 
• その他の出荷書類 

Entry Verification が通関後のプロセスをサポートする仕組み 
現在のユーザーの場合、ONESOURCE Entry Verification でどのデータを比較し、どのエラーを表示するか

は、ソフトウェア実装の要件収集段階で決定されました。  

本番稼動時になる頃には、搬入データと ONESOURCE に保存されているソースデータとの間の事前定義

された不一致を識別するように、ルールエンジンが構成されます。 

比較するデータソース（グローバル分類、PO、コマーシャルインボイス、受領および買掛金ファイルな

ど）とデータ要素が検証エンジンで設定されると、ONESOURCE Entry Verification 内の画面には必要な情

報が表示されます。 
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通関業者からを受け取ると（通常は夜間）、その搬入は検証ルールエンジンで実行されます。検証プロセ

ス中に検出された不一致は、システムでフラグが付けられ、搬入行レベルで表示されます。そこから、エ

ラーが評価され、是正措置が必要である、または推奨されるかどうかが判断されます。 

既知の問題を解決するために是正措置が必要な場合または推奨される場合、搬入は不一致が通知された後

に通関業者によって内部的に修正されるか、または税関によって外部的に修正されます。 

本マニュアルは、ONESOURCE Entry Verification の紹介から始まり、企業の搬入後のレビュープロセスを

サポートするためのアプリケーションの使用方法について説明します。 

 

メインメニュー 
ログインして [Entry Verification] メニューの上にカーソルを合わせると、利用可能なオプションのリスト

が表示されます。メニュー項目を選択するには、目的のオプションにカーソルを合わせてクリックしま

す。 

 

 

Entry Verification で使用できる画面 
実装時に購入し設定した機能によっては、以下の画面の一部が、ユーザーのバージョンの [Entry 

Verification] メニューでは利用可能なオプションとして表示されない場合があります。各画面について

は、以降の各セクションで詳しく説明します。 

標準画面 
スクリーン 説明 

通関摘要書 搬入レビューアクティビティの統合ビュー。この画面には、以下のタ

ブがあります。  

• 搬入管理 
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スクリーン 説明 

• 搬入データ 

• 支払い 

• 精算  

• グループ 

• 行の概要 

• コミュニケーション 

• 作業キュー 

搬入分析 

搬入検証 搬入ごとに編成された、搬入ライン品目のエラーをすべて表示しま

す。 

搬入検索 すべての搬入データと製品レポートを検索します。 

搬入データ監査管理 指定された国、日付、サブセットのパラメータに基づいて、搬入の一

部を無作為に選択して監査できます。 

Entry Verification監査ログ 以下のような搬入の履歴を表示できます。 

• 搬入を担当しているユーザーがシステム内で実行したアクショ

ン 

• ステータス変更 

• 搬入のバージョン 

修正された不一致 

搬入エラー報告 搬入の検証プロセスで発生した検証エラーを含むエラー報告書を作成

します。 

搬入精算 システム内のすべての搬入の清算日を追跡して表示します。 

政府の搬入検証 政府の搬入エラーを表示します。 

追加画面 
 

購入すると、以下の追加画面も利用できるようになります。 

NAFTA 照合概要 & 

判定 

注釈: [NAFTA 照合] 画面は、[搬入照合] 画面に変更されました。今後、[搬入照

合] 画面は搬入照合作業に使用され、[NAFTA 照合] 画面は記録の履歴アクセス

のみに提供されるものとします。 

NAFTA 照合プロセスをサポート。 

搬入データの上書き ユーザーが製品番号を上書きできるようにします。 

搬入分析 既存の搬入データを分析し、優遇貿易協定の機会を探ります。 

申告修正 出願後の修正が必要な搬入に関する概要情報を集約して表示します。 
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Entry Verifications による搬入後のレビュー
（PER）のサポート 
ONESOURCE Entry Verification には、搬入後のレビュー（PER）プロセスを自動化するための画面がいく

つか用意されています。ただし、これらの画面の一部は、ユーザーの企業の ONESOURCE Entry 

Verification の現在の設定には含まれていない場合があります。  

追加の画面を設定する必要がある場合、企業の Entry Verification の社内オーナーに連絡し、これらの画搬

入面を追加するように推奨してください。 

Entry Verification における搬入の検証 
搬入データの検証は、通常、通関業者から搬入を受け取り、ONESOURCE Entry Verification にインポート

する際に行われます。これは通常、夜間にバッチモードで実行されます。このプロセスを自動化すること

で、搬入に含まれるすべての行を検証できるようになります。 

ONESOURCE Entry Verification は、受信時に、搬入データを ONESOURCE プラットフォーム内にあるデ

ータと比較することで、不一致をチェックします。Entry Verification のルールエンジンは、ユーザー定義

の検証タイプを利用して不一致を特定します。  

不一致が発生した場合、不一致が特定され、[搬入検証] 画面と [搬入行の概要] 画面に表示されます。ユー

ザーは、このモジュールに搭載されている PER 機能を利用して、是正措置を実行し、不一致を解決できま

す。 

搬入データの検証 

検証タイプ このエラータイプは、通関業者の搬入と ONESOURCE システムに保存されているデー

タとの間に不一致がある場合に、システム内でフラグが付けられます。 

ユーザー定義の検証タイプは実装時に設定されます。Entry Verification 製品は柔軟な

ので、検証エラーの数と種類はほぼ無制限です。 

ONESOURCE Entry Verification に保存されていない外部データ（例：システムに保存

されていないコマーシャルインボイスデータ）と搬入データは照合できません。 

検証グルー

プ 

検証タイプの分類。これは、コマーシャルインボイス、材料の受領、買掛金などに使

用できます。 

例 1: 分類に関連するすべての検証タイプ（HS 番号、原産国、製造者 ID など）は、[分

類] 検証グループ内でまとめられます。 

例 2: すべての PO 検証タイプ（数量、値など）は、[発注] 検証グループ内でまとめら

れます。 
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通関摘要書 
[通関摘要書] 画面には、搬入レビュー作業の概要が表示されます。この画面を開くには、[Entry 

Verification] メニューから [通関摘要書] を選択します。 

利用可能なタブを使用した搬入の管理 
[通関摘要書] 画面には多数の利用可能なタブがあり、それぞれが搬入後のレビューと搬入のフルレビュー

プロセスに固有の主要なタスクを管理するために異なる役割を果たします。 

利用可能なタブは、搬入後のレビュープロセスの各ステップで進行する搬入を管理するように設計されて

います。基本バージョンの [通関摘要書] 画面で利用できるタブは以下のとおりです。 

• 搬入管理 

• 搬入データ  

• 支払い 

• 精算 

• グループ 

• 行の概要 

• コミュニケーション 

• 作業キュー 

ご要望に応じて、またはご購入いただいた場合には、以下の追加タブを使用できます。 

NAFTA 照合概要 & 

NAFTA 照合判定（$） 

これらのタブは、NAFTA 照合プロセスをサポートし、NAFTA 照合レポー

トを生成できます。 

注釈: [NAFTA 照合] プロセスは [搬入照合] プロセスに変更されました。今

後は、[搬入照合] タブを搬入照合アクティビティに使用します。[AFTA 照

合] タブは、レコードの履歴にアクセスする目的でのみ提供されます。 

搬入分析（$） 搬入データを分析し、優遇貿易協定の機会を探ります。ONESOURCE 関

税分析モジュールを購入する必要があります。 
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重要：UPS ブローカーから情報を受け取るための標準ワークフロー、

EV_Standard_UPS7501andB3_Import_v2025  が利用可能で、製品ラインごとに複数の HTS コードに対

応しています。 

搬入管理 
[搬入管理] タブでは、搬入後の確認プロセス中にシステム内の搬入を管理できます。このタブは、以下の

ような主要なデータを表示するように設定できます。 

• エラーの通知（発生時）  

• 検証グループレベルでのエラーの性質の説明 

• 搬入後のレビュープロセスにおける搬入ステータス 

• 搬入が個人に割り当てられているかどうか 

• 搬入に関連するすべての注釈 

 

 

搬入の詳細情報の表示 
PER 中に実行されたアクションの詳細を表示するには、グリッドから搬入を選択し、[注釈] 列の対応する 

[表示] リンクをクリックします。 
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注釈数を表示しないように設定することもできます。この機能を有効にすると、画面は以下のようになり

ます。 

 

 

[表示] をクリックすると、ポップアップが開き、搬入に関する以下の情報が表示されます。 
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概要/ステータス

の注釈 

次の内容が表示されます。 

• ステータスが変更された日付 

• ステータスを変更したユーザー 

• ステータスが変更された理由を示す注釈 

内部メモ 搬入に追加された内部メモを表示します。内部メモの追加方法については、[搬入

検証] 画面セクションを参照してください。 

外部向けの注釈 搬入に追加された外部向けの注釈を表示します。外部向けの注釈の追加方法につ

いては、[搬入検証] 画面セクションを参照してください。 

検証の注釈  搬入後のレビュー時に選択した理由コードを表示します。理由コードの追加方法

の詳細については、このユーザーガイドの「搬入検証」をご覧ください。 

政府の検証の注釈 [政府データの検証] 画面で搬入に追加された注釈を表示します。このタイプの注

記の詳細については、このユーザーガイドの「政府データの検証」セクションを

ご覧ください。 

 

 

 

裏付け文書の表示 

[搬入管理] タブでは、搬入に添付されている裏付け文書を表示することもできます。  

搬入に添付されている裏付け文書を表示するには、以下のグリッドで搬入を選択し、[文書] 列の対応する 

[文書] リンクをクリックします。 
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[文書] リンクをクリックすると、ポップアップが表示され、添付されたすべての裏付け文書（コマーシャ

ルインボイス、梱包明細書、信用状など）が表示されます。 

文書を開くには、グリッドから文書を選択し、[文書] 列の対応するリンクをクリックします。  
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データ列 
[搬入管理] タブに表示される項目は設定可能で、ユーザーガイドに掲載されているスクリーンショットと

は異なる場合があります。 

搬入番号 税関に提出された搬入の識別番号。 

搬入日 通関摘要書が税関に提出された日付。 

清算時計（オプション） 搬入が清算されるまでの残り日数。[清算時計] 機能の詳細については、

このユーザーガイドの [清算] および [作業キュー] タブのセクションをご

覧ください。 

検証グループのエラー いずれかの検証グループで搬入にエラーがある場合は、この列に表示さ

れます。メモを参照してください。 

ステータス（オプション） このドロップダウンは、搬入がレビュープロセスを通過する際に、搬入

のステータスを追跡します。 

割り当て先（オプション） このドロップダウンでは、搬入レビュープロセスに関係する個人に特定

の搬入を割り当てられます。割り当ては [作業キュー] タブの下に表示さ

れます。[割り当て先] 機能の詳細については、このユーザーガイドの 

[作業キュー] タブのセクションをご覧ください。 

優先度 このドロップダウンでは、搬入の優先度レベルを設定できます。 

ビジネスステータス（オプ

ション） 

このドロップダウンは、ビジネスに関する搬入のステータスを追跡しま

す。 
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検証グループの設定 
[通関摘要書] 画面は、複数の検証グループ（例：分類、PO など）を表示するように設定できます。  

各検証グループには、あらかじめ定義された不一致のリストまたは [検証タイプ] があり、Entry 

Verification の検証プロセスの一部として使用され、検証グループ/検証タイプの組み合わせに対して搬入

が不合格（ ）か合格（ ）かを決定します。  

検証グループと検証タイプの概念については、[搬入検証] 画面のセクションで詳しく説明しています。 

 

 

搬入管理グリッドの抽出 
[搬入管理] タブのデータは、Microsoft Excel スプレッドシート形式に抽出できます。それには、[抽出] ボ

タンをクリックします。抽出の際には、データに適用されているすべてのフィルターが考慮されます。  
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高度なフィルターオプションの使用 

[搬入管理] タブには高度なフィルター機能があり、搬入に関連する特定の情報をすばやく見つけることが

できます。[搬入管理] グリッドにフィルターを適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックしま

す。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。 

 

 

メニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 
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フィルターを選択すると、フィルターされたパラメータに一致するデータのみがグリッドに表示されま

す。複数の列を同時にフィルターして、検索結果をさらに絞り込むことができます。フィルターした結果

を抽出するには、[抽出] をクリックします。 

 

 

利用可能な検索項目に日付が含まれている場合、フィルターにはカレンダーが表示されます。これらの列

では、日付（または日付パラメータ）を使用して検索を絞り込むことができます。 

 

 

グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 

 

 
 

ステータス 
[ステータス] 列のドロップダウンを使用すると、レビュープロセスのどの段階にあるかに応じて、搬入の

ステータスを選択できます。 
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ドロップダウンで利用可能なステータスはユーザー定義で、搬入レビュープロセスの特定のステップを反

映できます。このドロップダウンは、セキュリティアクセスに基づいて設定でき、搬入のステータスを変

更できるユーザーの数を制限できます。 

また、実行するタスクに応じて、ステータスを手動または自動で設定できます。 

 

 

また、ステータスのドロップダウンでは、ユーザーがステータスを変更した場合、注釈の入力を必須にす

ることもできます。ステータスが変更されたときに表示される注釈のポップアップウィンドウの例を以下

に示します。ステータスの変更時に入力された注釈は、監査証跡の一部として記録され、[搬入管理] タブ

の [注釈] 列に表示されます。 
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割り当て先 
[割り当て先] 列のドロップダウンを使用して、搬入レビュープロセスに関与する特定の個人に特定の搬入

を割り当てることができます。このドロップダウンは、セキュリティアクセスに基づいて設定し、他のユ

ーザに搬入を割り当てることができるユーザーの数を制限できます。 

 

 

[割り当て先] ドロップダウンでは、ステータスが変更されたときに注釈の入力を必須にすることもできま

す。  

 

 

ステータスの変更時に入力された注釈は、監査証跡の一部として記録されます。これらのメモは、[搬入管

理] タブの [注釈] 列のリンクをクリックすると表示できます。 
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優先度 

[優先度] 列のドロップダウンを使用して、搬入に緊急度ベースの優先度を割り当てることができます。 

 

 

ドロップダウンで使用できる [優先度] オプションはユーザー定義であり、搬入のレビューにおける優先度

レベルを反映できます。このドロップダウンは、セキュリティアクセスに基づいて設定し、搬入の優先順

位を変更できるユーザーの数を制限できます。 
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[優先度] ドロップダウンでは、ステータスが変更された場合に注釈の入力を必須にすることもできます。  

 

 

ステータスの変更時に入力された注釈は、監査証跡の一部として記録されます。これらのメモは、[搬入管

理] タブの [注釈] 列のリンクをクリックすると表示できます。 

 

搬入の一括更新 
以下のカテゴリの搬入は一括更新することも可能です。 

• ステータス 
• 割り当て先 
• 優先度 
• ビジネスステータス（設定されている場合） 

これは、搬入のグループ、またはグリッドのそのページに表示されるすべての搬入に対して実行できま

す。 
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一括更新を実行するには、まずページのどの搬入を更新するかを決定します。特定の搬入のみを更新する

には、下図のように、左端の搬入のチェックボックスを個別にクリックします。すべての搬入を更新する

には、列の上部にあるボックスをオンにします。 

 

 
一括更新する搬入がすべて更新されたら、グリッド上にあるドロップダウンを使用できます。一括更新を

完了するには、ドロップダウンを 1 つ、すべて、または任意の組み合わせで使用できます。 

[ステータス] ドロップダウンには、ONESOURCE Entry Verification ソリューション内で搬入が示す可能性

のあるすべてのステータスが含まれます。 
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[割り当て先] ドロップダウンには、搬入を割り当てることができる ONESOURCE Entry Verification ソリュ

ーション内のすべてのユーザーの名前が含まれます。 

 

 

[優先度] ドロップダウンでは、選択した搬入の優先度を設定できます。 
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更新のパラメータを 1 つ以上設定すると、[更新を適用] ボタンの色が変わり、利用可能になったことが分

かります。[更新を適用] ボタンをクリックすると、選択した搬入に変更が適用されます。 

 

 

[更新を適用] ボタンをクリックすると、確認のポップアップが画面に表示されます。[OK] をクリックして

続行します。 

 

 

更新を適用するように設定されている場合、システムは、更新の原因を示す注釈を、選択された搬入に追

加するように要求することもできます。ドロップダウンから理由を選択し、その下のテキストボックスに

追加詳細を入力してください。次に、[送信] をクリックします。 

この注釈は、更新のために選択されたすべての搬入に表示されます。 
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変更が完了すると、レコードが正常に更新されたことを示すシステムメッセージが画面に表示されます。 

 

 

搬入の選択 
[通関摘要書] 画面を初めて開くと、システム内のすべての搬入に関する情報が表示されます。 

特定の搬入に関する情報を表示するには、[搬入管理] タブから搬入を選択し、搬入番号をクリックしま

す。 

 

 

搬入を選択すると、[現在の搬入] 項目に選択した搬入番号が表示されます。画面とタブには、選択した搬

入に関連する情報のみが表示されます。搬入が選択されたときに自動的に開くタブは、実装時に設定され

るため、異なる場合があります。  

以下の例では、搬入番号を選択すると [搬入データ] タブが表示され、開きます。 
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搬入データ 

クライアントの ONESOURCE Entry Verification のバージョンがデフォルト設定になっている場合、搬入番

号を選択すると [搬入データ] タブが開きます。このタブは、複数の重要な搬入情報向けに、単一の統一さ

れた場所を提供するように設計されています。この情報は、実装時に定義された複数のセクションで構成

されます。そのため、このタブのレイアウトはクライアントによって異なります。 

 

 

ヘッダー 
最初のセクション（[搬入データ] タブヘッダーのすぐ下）には、搬入の現在のステータス、搬入に関連づ

けられている注釈、搬入の添付文書、搬入内のエラーに関連する情報が表示されます。 
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以下は、このセクションで現在利用可能なすべての項目の説明です。 

ステータス レビュープロセスにおける搬入の現在のステータス。 

割り当て先 搬入に割り当てられたユーザー。 

清算日 搬入の精算日。 

注釈を表示 搬入に関連するすべての注釈へのリンク。 

行数 搬入の合計行数。 

エラー行数 搬入に含まれるエラーの合計数。 

関連書類 搬入に添付された文書の総数。 

ビジネスステー

タス コード 

ビジネスプロセスに関連する搬入の現在のステータス。 

 

搬入項目データ 
搬入項目データセクションには、搬入の概要情報（例: 通関港、ブローカー ID、搬入日など）が表示され

ます。このセクションに表示される項目は、実装時にクライアントによって定義され、次に示すスクリー

ンショットの例とは異なる場合があります。このタブのデータはフォームビューで表示されます。システ

ムの設定方法によっては、このタブ上の項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場

合があります。 

 

 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  
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そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 

 
 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 



ONESOURCE: Entry Verification   34 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 

 

 

ブローカーマイルストーン 
[ブローカーマイルストーン] セクションは、ブローカー搬入関連のイベントとマイルストーン（たとえ

ば、搬入日、文書受領、通関済み、検査用に引き取りなど）を記録します。これにより、搬入を作成して

から通関までの間の搬入作業をよりプロアクティブに管理できます。 

これらのマイルストーンを輸入者の通関業者から電子的に送信することで、サプライチェーンのどこで現

在出荷や搬入が行われているかを把握しやすくなります。  

 

 

手動に検証 
[手動検証] セクションには、自動化できない手動タスクが表示されます。  

手動で完了したタスクを把握することで、ONESOURCE Entry Verification 以外で実行されたタスクも含

め、搬入後のレビュープロセスの各ステップのステータスを可視化できます。  

このセクションに表示される項目は、実装時にクライアントによって定義され、次に示すスクリーンショ

ットの例とは異なる場合があります。 

 

 

検証グリッド 
[検証グリッド] セクションには、検証グループレベルで存在するあらゆる不一致が表示されます。検証グ

ループの詳細については、このユーザーガイドの「検証グループ」のセクションをご覧ください。[検証タ

イプ] が青色で表示されている場合、それはリンクで、クリックするとユーザーはその検証エラーを解決

できるようになります。検証エラーの上にカーソルを置くと、エラーの原因についてより詳細な説明が表

示されます。 
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行の概要 
[行の概要] タブには、選択した搬入のすべての行が表示され、エラー行とクリア行（エラーなし）も表示

されます。各分類には独自のタブがありますが、デフォルトでは [すべての行] （すべてを表示）が開きま

す。 

搬入行は、[エラー行] または [クリーンな行] タブの下に表示されます。これは、選択した搬入が、各検証

グループの事前定義された不一致のいずれかに対して合格か不合格かによって異なります。 

 

 

✗ 検証グループにエラーがあります。 

✓ 検証グループにエラーがありません。 



ONESOURCE: Entry Verification   36 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

[行の概要] タブの複数の HS 機能（設定可能） 

注釈: この機能は、ユーザーのソフトウェアが複数の HS 機能を含むように設定されている場合にのみ使用

できます。  

場合によっては、単一の関税行が複数の HS 番号に関連付けられていることがあります。複数の HS 機能

がオンになっている場合、左端の列にある展開矢印をクリックすると、これらの追加の分類行を表示し、

検証できます。 

 

 

この矢印をクリックすると行が展開され、メインレコードに関連付けられている追加の分類行がすべて表

示されます。[連番] が拡張グリッドに表示され、搬入行上に分類レコードの HS 連番が表示されます。 
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追加の関連する分類レコードがない行を展開すると、展開されたグリッドには [表示するレコードがあり

ません] というメッセージが表示されます。 

 
 

[行の概要] タブへの移動 
[行の概要] タブを開くには、[通関摘要書] 画面を開き、[搬入管理] タブから搬入番号を選択します。 

 

 

搬入番号をクリックすると、[搬入データ] タブが開きます。[搬入データ] タブで、タブヘッダーの [エラー

数] リンクをクリックします。 
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[エラー数] リンクをクリックすると、選択した搬入のすべての搬入行の [行の概要] タブにリダイレクトさ

れます。ユーザーが[行の概要] タブをクリックするだけでも同様の動作になります。 

 

 

[搬入検証] 画面への移動 

不一致に関する詳細情報を表示するには、グリッドから行番号を選択し、[行番号] 列の対応するリンクを

クリックします。 

 

 

このリンクをクリックすると、[搬入検証] 画面にリダイレクトされ、不一致に関する追加情報が表示され

ます。[搬入検証] 画面の詳細については、このユーザーガイドの「搬入検証」セクションをご覧くださ

い。不一致のある項目は、以下のように金色で反転表示されます。 
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反転表示された項目にカーソルを合わせると、不一致に関する追加情報が表示されます。 

 

 

[通関摘要書] 画面に戻るには、[要約ビューに戻る] リンクをクリックします。 

 

 

 



ONESOURCE: Entry Verification   40 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

グローバル分類での製品レコードの表示 
注釈: この機能は、ユーザーのソフトウェアに ONESOURCE Global Classification モジュールが含まれて

いる場合にのみ利用できます。 

[Entry Verification] から Global Classification 製品レコードを開くには、[Entry Verification] メニューか

ら [通関摘要書] 画面を開きます。次に、[搬入管理] グリッドから搬入番号を選択します。 

 

 

搬入番号を選択したら、[行の概要] タブを開きます。 

 

 

[行の概要] タブが開いたら、グリッドを確認し、開く製品番号（[製品番号]）を決定します。製品を決定

したら、その製品に対応する [製品番号] リンクをクリックします。 
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製品番号をクリックすると、ONESOURCE Global Classification 内の [分類を編集] 画面にリダイレクトさ

れ、追加の製品情報を利用できます。 

 

 

[搬入エラー報告] 画面への移動 
[搬入エラー報告] 画面を開くには、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。次

に、[搬入管理] グリッドから搬入番号を選択します。 

 

 

搬入番号を選択したら、[行の概要] タブを開き、[エラー報告へ移動] リンクをクリックします。 



ONESOURCE: Entry Verification   42 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

[エラー報告へ移動] をクリックすると、[搬入エラー報告] 画面が開き、内部または外部エラー報告書に含

まれる、選択した搬入のすべての搬入行が表示されます。[搬入エラー報告] 画面の詳細については、この

ユーザーガイドの「搬入エラー報告」セクションをご覧ください。 

 

 

支払い 
[通関摘要書] 画面の [支払い] タブでは、以下を含む（ただし、これらに限定されない）すべての関連する

ブローカーの支払い情報が取得されます。 

• ブローカーインボイス番号  
• 金額 
• ブローカー小切手番号（ブローカーへの支払いに使用される小切手） 
• ブローカー小切手金額 

ブローカーの請求書や小切手番号などのデータは、[搬入データ] タブに電子的に入力できます。画面に表

示される支払いデータのタイプはユーザーが定義でき、ブローカーへの支払いデータのみに限定されるも

のではありません。 
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支払いデータの検証 
[支払い] タブのフォームセクションの下には、ブローカーへの支払いの詳細を行レベルで表示するグリッ

ドがあります。この情報により、支払われた金額と本来支払われるべき金額を簡単に検証できます。 

 

 

ブローカーから請求された手数料のライン品目を新規に入力するには、[料金コードと説明] ドロップダウ

ンをクリックします。 
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関連する料金コードを含む料金のリストが表示されます。適切な料金コードを選んでクリックします。こ

のドロップダウンの値はユーザー定義で、実装時に設定します。そのため、ユーザーのシステム内の値

は、以下の例で表示される値とは異なる場合があります。 

 

 
料金コードと説明を選択したら、[料金額] 項目に値を入力します。次に、[追加] をクリックします。 

 

 

料金がグリッドに表示されます。すべての料金をグリッドに入力したら、[検証] をクリックします。 
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[検証] をクリックすると、[合計] の値と [ブローカー小切手番号] 項目に入力された値を比較する検証プロ

セスが開始されます。 

 

 

グループ 

Entry Verification は、例外によって管理されます。ここでは、ユーザーが定義した検証タイプで搬入を自

動検証した際に識別されたエラーや不一致が対象となります。 

要約すると、検証タイプとは、搬入データとシステムに保存されているデータとの間に不一致がある場

合、システムにフラグが付けられるエラータイプのことです。ユーザー定義の検証タイプは実装時に設定

されます。  

Entry Verification は柔軟なので、検証タイプとエラーの数はほぼ無制限です。唯一の制限は、搬入データ

を比較するために必要な裏付けデータが Entry Verification 内で利用可能かどうかです。  

たとえば、コマーシャルインボイス データが Entry Verification に保存されていない場合、搬入データを

コマーシャルインボイスデータと比較して検証することはできません。 

検証タイプは検証グループにまとめられます。例: 

• 分類に関連するすべての検証タイプ（HS 番号、原産国、製造者 ID など）は、[分類] 検証グルー

プにまとめられます。  

• 発注書関連のすべての検証タイプ（数量や値など）は、[PO] グループにまとめられます。  

このグループ概念は、コマーシャルインボイス、材料の受領、買掛金などに有効です。いったん設定した

検証グループは、[通関摘要書] 画面の [グループ] タブに、まとめて表示できます。[グループ] タブでは、

すべての検証グループを表示し、エラーが存在するかどうかを 1 つの共通ビューで確認できます。 
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[グループ] タブを開くには、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[通関摘要書] 

画面が表示されたら、[グループ] タブをクリックします。 

 

 

搬入に不一致があるかどうかを表示することで、その搬入を詳細に調べる必要があるかどうかを簡単に判

断できます。メインの [グループ] タブの下にある個々の [グループ] サブタブ（例: [分類]、[PO]）の数とタ

イプは構成可能であり、実装時に設定されます。 

 

 

搬入番号（[搬入番号]）をクリックすると、[搬入データ] タブが開きます。[搬入データ] タブの詳細につ

いては、このユーザーガイドの「搬入データ」セクションをご覧ください。 
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行番号（[行番号]）をクリックすると、特定の行番号があらかじめ選択された状態で [搬入検証] 画面が開

きます。[搬入検証] 画面の詳細については、このユーザーガイドの「搬入検証」セクションをご覧くださ

い。 

 

 

製品番号（[製品番号]）をクリックすると、ONESOURCE Global Classification モジュールで製品レコード

が開き、製品に関する追加情報が表示されます。ここから、エラーの不一致を解決するためのさまざまな

変更を実行できます。 
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コミュニケーション 
ONESOURCE Entry Verification には、E メール経由で税関業者と直接コミュニケーションする機能があり

ます。[コミュニケーション] タブ（[通関摘要書] 画面内にある）には、通関業者に送信されたすべてのメ

ッセージ、E メール、文書が表示されます。このタブには 3 つのサブタブがあります。それぞれについて

以下のセクションで説明します。 

 

 

搬入メッセージ 

[搬入メッセージ] サブタブでは、ONESOURCE Entry Verification アプリケーションを使用して、通関業者

に直接メッセージを送信できます。また、通関業者はアプリケーション内から応答メッセージを送信する

こともできます。メッセージを送信するには、グリッドの上にある空のテキストボックスをクリックし、

コメントを入力します。コメントの入力が完了したら、[コメントを追加] をクリックします。メッセージ

が下のグリッドに表示されます。 
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搬入 E メールログ 

システムを通じて税関業者に送信された E メールの完全な履歴を表示するには、[搬入メールログ] をクリ

ックします。 

 

 

[搬入メールログ] サブタブには、以下の内容を含む送信メッセージの完全な E メール履歴が含まれます。  

• メッセージの内容 
• メッセージの受信者 
• 関連する搬入 
• 添付文書  

受信メッセージ（通関業者からのメッセージ）は、ユーザーの E メールアドレスに直接送信されるため、

Entry Verification には取り込まれません。エラー報告書を E メールで送信する方法については、このユー

ザーガイドの「搬入エラー報告」セクションをご覧ください。 

 

 

E メールの送信 

ユーザーは、ONESOURCE Entry Verification を使用して、通関業者に E メールを直接送信できます。この

オプションは、[通関摘要書] 画面の [コミュニケーション] タブにあります。通関業者に E メールを送信す

るには、[コミュニケーション] タブを開き、[E メールを送信] を選択します。  



ONESOURCE: Entry Verification   50 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

E メールプロセスの詳細については、このユーザーガイドの 「E メールの送信」セクションをご覧くださ

い。 

 

 

関連書類 

[文書] タブには、選択した搬入に保存されているすべてのドキュメントが表示されます。  

文書を開くには、グリッドから文書を選択し、対応する [拡張] リンク（青色で表示）をクリックします。 

 

 

搬入に文書を添付するには、[通関摘要書] 画面の上部にある [文書の添付] をクリックします。このプロセ

スの詳細については、このユーザーガイドの 「文書の添付」セクションをご覧ください。 
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高度なフィルターオプションの使用 

搬入データや搬入に関する特定の情報を簡単に検索できるように、多くの結果グリッドに高度な検索機能

が用意されています。フィルターをグリッドに適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックしま

す。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。メ

ニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 
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フィルターを選択すると、フィルターされたパラメータに一致するデータのみがグリッドに表示されま

す。複数の列を同時にフィルターして、検索結果をさらに絞り込むことができます。フィルターした結果

を抽出するには、[抽出] をクリックします。 

 

 

グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 
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[フィルターの表示/非表示] を有効にすると、グリッドが広くなりすぎて、1 画面にすべての列を表示でき

ない場合があります。そのような場合は、グリッドの下部にあるスクロールバーを使用して、必要に応じ

て残りの列を表示します。 

 

 

精算 
米国への搬入については、[通関摘要書] 画面の [精算] タブで、PSC（摘要後の修正）や搬入の清算プロセ

スに関わるアクティビティに関連するいくつかの重要な日付を追跡します。このタブでは、税関による搬

入清算前の必要なアクティビティをより簡単に管理できます。 

搬入が [清算] タブに表示されるまでの日数は、実装プロセス中に決定され、クライアントによって異なり

ます。 

 

 

ヘッダーフィルター 
[清算] タブには、利用可能な項目の検索フィルターのセットが含まれているため、特定の搬入のキー情報

をすばやく見つけることができます。フィルターを設定したら、[実行...] をクリックします。 

日付値を選択 このドロップダウンフィルターを使用して、フィルターに使用するグリッドの列を

選択します。 

開始日 レビューする日付範囲を選択し、その範囲の開始日を選択します。 

終了日 レビューする日付範囲を選択し、その範囲の終了日を選択します。 
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データ列 
搬入番号 搬入を識別するための搬入番号。 

搬入日 ONESOURCE Entry Verification に搬入が提出された日付。 

輸入日 搬入が輸入された日付。輸入日が指定されていない場合、この項目にはデフォル

トで輸入日として 1900 年 1 月 1 日が表示されます。 

摘要書の申請ク

ロック 

搬入が PSC の提出に適格な日付。この日付は、搬入日から 10 日後として計算さ

れます。 

PSC 時計 PSC を提出できる残りの日数。10 日の期間が経過すると、この列にはマイナスの

数値が表示されます。PSC は、搬入日から 300 日以内、かつ、清算予定日から 15 

日以内に提出しなければなりません。 

PSC 日付 PSC が税関に提出できる最終日。 

清算時計 搬入が税関により清算されるまでの残り日数。 

清算日 搬入が税関によって清算された日付。 

清算実行日 この項目には、実際の清算日を手動で入力できます。逆に言えば、実際の清算日

は、搬入が電子フィードで送信されたときに入力できます。 
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高度なフィルターオプションの使用 
ユーザーに提供される結果グリッドの多くは、高度な検索機能を備えています。 

フィルターをグリッドに適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。 
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メニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 

 

 

フィルターを選択すると、フィルターされたパラメータに一致するデータのみがグリッドに表示されま

す。複数の列を同時にフィルターして、検索結果をさらに絞り込むことができます。フィルターした結果

を抽出するには、[抽出] をクリックします。 

 

 

利用可能な検索項目に日付が含まれている場合、フィルターにはカレンダーが表示されます。これらの列

では、日付（または日付パラメータ）を使用して検索を絞り込むことができます。 

 

 

グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 
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[フィルターの表示/非表示] を有効にすると、グリッドが広くなりすぎて、1 画面にすべての列を表示でき

ない場合があります。そのような場合は、グリッドの下部にあるスクロールバーを使用して、必要に応じ

て残りの列を表示します。 

 

 

作業キュー 
[搬入管理] タブの概要で説明したように、ONESOURCE Entry Verification は、搬入後のレビュープロセス

に関わる個人への搬入の割り当てをサポートしています。搬入を割り当てることで、モジュールのタスク

管理機能がさらに拡張されます。 

[通関摘要書] 画面の [作業キュー] タブには、以下の機能が含まれます。  

• 選択したユーザーに割り当てられたすべての搬入を一覧表示するグリッド 

• 割り当てられた搬入の優先度レベル  

• 割り当てられた搬入に添付された文書 

• 割り当てられた搬入に関連付けられた注釈 

• レビュープロセスにおける搬入の現在の位置 



ONESOURCE: Entry Verification   58 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

[割り当て先] 機能を有効にすると、ONESOURCE Entry Verification 内で搬入を他のユーザーに割り当てる

ことができます。これらの名前を設定すると、[搬入管理] タブの [割当先] ドロップダウンで使用できるよ

うになります。 

 

 

搬入がユーザーに割り当てられると、その搬入は [作業キュー] メインタブの下にあるユーザーの [作業キ

ュー] サブタブに追加されます。 

 

 

[作業キュー] タブでは、ステータスを変更できます。[作業キュー] タブで行った変更は監査ログに記録さ

れ、[搬入管理] タブに表示されます。 

 

作業キューの注釈 

[作業キュー] タブからは、搬入に関連付けられている注釈にアクセスできます。  
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搬入に関連付けられている注釈を表示するには、[作業キュー] グリッドから搬入を選択し、[注釈] 列の対

応する [表示] リンクをクリックします。 

 

 

搬入後のレビューで実施された特定のアクションに関連して、以下の情報が表示されます。 

概要/ステータス

の注釈 

ステータスが変更された日時、ステータスを変更したユーザー、ステータスが変更

された理由について詳細に説明する注釈が表示されます。 

内部メモ 搬入に追加されたすべての内部メモを表示します。内部メモの追加方法について

は、[搬入検証] 画面セクションをご覧ください。 

外部向けの注釈 搬入に追加されたすべて外部向けの注釈を表示します。外部向けの注釈の追加方法

については、[搬入検証] 画面セクションをご覧ください。 

検証の注釈 搬入後のレビュープロセス中に選択されたすべての理由コードが表示されます。理

由コードの追加方法については、[搬入検証] 画面セクションをご覧ください。 
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作業キューの文書 

[作業キュー] タブには、搬入に添付された裏付け文書も表示されます。  

添付された文書を開くには、下の [作業キュー] グリッドから搬入を選択し、[文書] 列の対応する [文書] リ

ンクをクリックします。  

 

 

[文書] リンクをクリックすると、添付された裏付け文書（コマーシャルインボイス、梱包明細書、信用状

など）が表示されます。 

文書を開くには、グリッドから文書を選択し、[文書] 列の対応するリンク（青色で表示）をクリックしま

す。 
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高度なフィルターオプションの使用 

ユーザーに提供される結果グリッドの多くは、高度な検索機能を備えています。 

フィルターをグリッドに適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。 

 

 

メニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 
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フィルターを選択すると、フィルターされたパラメータに一致するデータのみがグリッドに表示されま

す。複数の列を同時にフィルターして、検索結果をさらに絞り込むことができます。フィルターした結果

を抽出するには、[抽出] をクリックします。 

 

 

利用可能な検索項目に日付が含まれている場合、フィルターにはカレンダーが表示されます。これらの列

では、日付（または日付パラメータ）を使用して検索を絞り込むことができます。 

 

 

グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] を有効にすると、グリッドが広くなりすぎて、1 画面にすべての列を表示でき

ない場合があります。そのような場合は、グリッドの下部にあるスクロールバーを使用して、必要に応じ

て残りの列を表示します。 
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関連書類の添付 
[通関摘要書] 画面には、[文書の添付] 画面へのリンクが含まれています。この画面では、選択した搬入へ

の文書の添付、修正、削除、および管理を行うことができます。このプロセスの詳細については、このユ

ーザーガイドの 「文書の添付」セクションをご覧ください。 

[文書の添付] 画面を開くには、まず、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[通

関摘要書] 画面が表示されたら、[搬入管理] タブから搬入番号を選択し、[文書の添付] をクリックします。 

 

 

搬入検証 
[搬入検証] 画面では、搬入行レベルで表示可能なすべての搬入の不一致に関する詳細ビューが「一目で」

確認できます。不一致のない搬入行はこの画面には表示されません。この画面にアクセスには、[Entry 

Verification] メニューから [搬入検証] を選択します。 
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フィルター 

ヘッダーフィルター 

この画面をフィルターすることで、以下の情報を表示できます。  

• システム内のすべての未解決の搬入エラーを集約した「グローバル」ビュー 
• 特定の国または書類上の輸入者からのすべての未解決の搬入エラーのフィルター済みビュー 
• 特定の検証タイプまたは検証グループ内のすべての未解決の搬入エラーのフィルター済みビュー 

これらのフィルターを使用すると、すべての搬入の特定の不一致を重点的に確認できます。この画面で

は、搬入データを行レベルでより詳細に表示することもできます。 

 

 

さらに、[搬入検証] 画面では、現在のエラーの総数のレコード数を確認できます。[搬入検証] 画面には、

以下のフィルターがあります。 

輸入国 Entry Verification モジュールで複数の国が管理されている場合、このフィルターを使

ってユーザーは国別に不一致を表示できます。国レベルのドロップダウンでは、搬入

を表示する国を選択できます。 

書類上の輸

入者 

このフィルターを使用すると、ユーザーは指定したビジネス単位または書類上の輸入

者（IOR）に一致する不一致を表示できます。 

検証グルー

プ 

このフィルターを使用すると、ユーザーは指定した検証グループ（例: 買掛金勘定）に

一致する不一致を表示できます。 

検証タイプ このフィルターを使用すると、ユーザーは指定した検証タイプ（例: 原産国）に一致す

る不一致を表示できます。 

検索条件 この項目では、搬入データを、指定した検索条件（ブローカー ID、搬入番号、製品番

号など）でさらに絞り込むことができます。 

 

フィルターの表示/非表示 

 

[搬入検証] 画面は、画面のグリッド部分内の 1 つ以上の列の値によってフィルターすることもできます。 

グリッドにフィルターを適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 
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[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。メ

ニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 

 

 

グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 
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検証グループ 
[検証グループ] ドロップダウンは、関連する搬入検証タイプを含む [グループ] によって搬入データをフィ

ルターするために使用されます。以下に例を示します。 

• 発注固有のエラー（例: 値、数量など） 

• 分類固有のエラー（例: HS 番号、原産国、SPI コードなど） 

検証グループは、検証エラーを特定する際に、他のどのようなデータソースが搬入と比較されるかを示し

ます。 

このドロップダウンは、クライアントの仕様に合わせて完全に設定可能であり、設定されている場合、分

類、PO、コマーシャルインボイス、材料受領、買掛金勘定などの「グループ」が表示されます。  

検証グループは、必要な裏付けデータ（例: PO、インボイス発行日）が搬入後のレビューの一部として利

用可能か否かに依存します。 

[検証グループ] ドロップダウンは、Entry Verification ルールエンジン内で設定された検証タイプの集合で

す。  

検証グループと検証タイプが直接リンクされているため、選択した [検証タイプ] ドロップダウンに表示さ

れる不一致が変更され、選択した検証グループに関連するエラーが表示されます。  

[検証グループ] ドロップダウンから検証グループを選択すると、[検証タイプ] ドロップダウンに表示され

る検証タイプのエラーが、選択した検証グループに関連するエラーのみに限定されます。 

検証グループオプションの例 説明 

すべて デフォルトビューには、システム内のすべての搬入のグローバルビ

ューが表示されます。 

PO システムに保存されている搬入データと発注データの間の不一致に

起因する検証タイプエラーが含まれます。以下に例を示します。 

• 製品番号と PO の組み合わせが見つかりません。 

製品番号と PO の数量の組み合わせが見つかりません。 

受領ファイル 搬入データとシステムに保存されている受領データの不一致に起因

する検証タイプエラーが含まれます。以下に例を示します。 

• 製品番号と受領の組み合わせが見つかりません。 
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検証グループオプションの例 説明 

製品番号/受領/数量の組合せが見つかりません。 

この時点で、ユーザーは搬入を直接選択するか、フィルターを使用して特定の検証グループの不一致を表

示するかを選択できます。 

 

 

検証タイプ 
検証タイプとは、搬入内容とシステムに保存されているデータとの間に不一致がある場合に、システムに

フラグが付けられるエラータイプです。[検証グループ] がデータソースを示すのに対し、[検証タイプ] は

どのデータ項目にエラーがあるかを具体的に示します。[搬入検証] 画面の [検証タイプ] ドロップダウンに

は、実装時に設定された検証タイプが表示されます。  

特定の検証タイプのみを表示するには、[検証タイプ] ドロップダウンをクリックし、フィルターの検証タ

イプを選択します。  

検証タイプの例 

すべて 選択した検証グループのすべての搬入の全不一致を表示します。 

その他の検証タ

イプ 

選択した検証タイプ（HS 番号、製造者 ID、製品番号、COO、NAFTA 照合フラグ

など）に基づいてフィルターの不一致を表示します。 

 

 

以下に、搬入データと ONESOURCE Global Classification に保存されているデータとの不一致によって生

じる検証タイプエラーメッセージの例を示します。 

• 搬入 HS 番号が Global Classification の HS 番号と一致しません。 
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• 搬入の原産国が Global Classification の原産国と一致しません。 

• 搬入の PGA コードが Global Classification の FDA AOC コードと一致しません。 

• 搬入の書類上の輸入者番号が Global Classification の書類上の輸入者番号と一致しません。 

• 搬入の製造者 ID が Global Classification の製造者 ID と一致しません。 

• 搬入の製品番号が Global Classification の 製品番号と一致しません。 

• 搬入照合フラグが Global Classification の搬入フラグと一致しません。 

• 搬入 SPI コードが Global Classification の SPI コードと一致しません。 

不一致を検証タイプでフィルターするには、[検証タイプ] から検証タイプを選択します。検証タイプを選

択すると、[搬入検証] 画面には、選択した検証タイプに一致するエラーを含む搬入行のみが表示されま

す。 

以下の例では、ユーザーは製品番号（[製品番号]）の検証タイプを選択しています。 

 

 

フィルター項目が選択されているかどうかに関係なく、搬入を選択して搬入行レベルで詳細情報を表示で

きます。 

搬入の追加の詳細を表示するには、グリッドからレビューする搬入を選択します。搬入が選択されたら、

対応する搬入番号（[搬入番号]）リンクをクリックします。 

 

 

搬入番号を選択すると、[搬入検証] 画面の下部に展開ビューが表示されます。このセクションには、選択

した搬入番号に関するより詳細な情報が表示されます。 
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不一致を含む項目は、金色で縁取られます。 

 

 

不一致の詳細を表示するには、金色の項目にカーソルを合わせます。 

 

 

Entry Verification ソリューションでは、実装プロセスで設定すると、[搬入検証] 画面の下部に、選択した

搬入の申告者搬入パケットへのリンクを表示することもできます。リンクは、統一/ブローカータブビュ

ーの下部に表示されます。 
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搬入に搬入パケットが関連付けられていない場合、または搬入パケットがシステムに存在しない場合、リ

ンクの代わりに以下のメッセージが表示されます。 

このファイルは存在しません。 

 

 

 

搬入検証での複数の HS 機能（設定可能） 
注釈: この機能は、ユーザーのソフトウェアが複数の HS 機能を含むように設定されている場合にのみ使用

できます。 

複数の HS 機能を有効にすると、[搬入検証] グリッドの左端の列に展開矢印が表示されます。レコードに

関連付けられた追加の行と検証結果を表示するには、グリッドでレコードを選択し、対応する展開矢印を

クリックします。 

 

 

サブグリッドが表示され、すべての追加の行と、それらの行に関連付けられたグループの検証結果が表示

されます。行を選択して検証詳細を表示する場合、ユーザーはメインの搬入行または追加の分類行のいず

れかで搬入番号を選択できます。 
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搬入検証の展開ビュー 
展開ビューには、[搬入検証] 画面で強調された不一致以外に、搬入で宣言された内容の詳細が表示されま

す。この展開ビューは、ブローカーが提供した搬入データを搬入行レベルで表示します。 

[搬入検証] 展開ビューの機能は以下のとおりです。  

• 通関業者が受け取ったファイルのビュー 

• 搬入ソースと比較ソースのデータのビュー 

• 不一致が確認された金色で反転表示された項目 

• ブローカービュー （申請済み搬入全体を表示）と統一ビュー（搬入全体のサブセットを表示）を

切り替える機能。 

注釈: 統一ビューでは、複数の通関業者からの搬入の日付が共通のレイアウトで表示されます。統一

ビューの詳細については、このユーザーガイドの「統一ビュー」セクションをご覧ください。 

• [文書の添付] 画面へのリンク。  

搬入に添付されている文書の数を示すメッセージは、[文書の添付] 画面にハイパーリンクされて

います。この画面は、裏付け文書を搬入に添付するために使用します。文書の保存方法の詳細に

ついては、このユーザーガイドの「文書の添付」セクションをご覧ください。 

 

• 不一致ごとの注釈が保存される[内部注釈]、[外部向けの注釈]、および [ブローカー注釈] 項目。 

• 選択した不一致のリストをスプレッドシートに抽出するための [抽出] オプション。 

• [通関摘要書] 画面にリダイレクトされる [概要に戻る] リンク。 
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個々の搬入/行を選択すると、画面の上部にグリッドが表示され、指定した搬入/行の組み合わせで検出さ

れた不一致ごとに行が表示されます。このグリッドには、搬入番号、行番号、製品番号、搬入日、エラー

メッセージなどの追加情報が表示されます。  

 

 
また、[比較ソース] と [項目の値] 項目が表示されます。これらの項目には、通関業者の搬入データと比較

される ONESOURCE のデータが表示されます。これらの項目では、何が原因で不一致が発生したのか、

どこにエラーがあるのか（ONESOURCE 内または搬入内のいずれか）をユーザーが確認できます。  

比較ソース 内部データソース。 

ソース項目名 エラーメッセージを含む項目の値。  

ソース項目の値 不一致の項目内の値。 

比較項目の値 内部データソース内の値。 

 

実装中に追加されると、この画面には他の項目（例: 清算日、PO、ブローカー名など）が表示される場合

があります。 

この画面では、以下の操作を実行できます。  
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• ONESOURCE Global Classification にリンクし、ハイパーリンクが設定された製品番号とソース文

書を使用して製品レコードデータを表示する 

• 搬入に含まれるデータの表示 

[搬入検証] 画面の [ブローカーデータ] タブおよび [統一データ] タブで指定した項目ラベルは、他のページ

の関連データに直接リンクされます。これらのラベルは、より効率的な方法でデータを調べるために使用

できます。 

 

展開された搬入検証での複数の HS 機能（設定可能） 

注釈: この機能は、ユーザーのソフトウェアが複数の HS 機能を含むように設定されている場合にのみ使用

できます。 

展開された複数の HS ビューで、メインの搬入行を選択すると、[搬入検証] 画面がリロードされます。 

 

 

画面がリロードされると、不一致グリッドの上に追加のグリッドが表示されます。この追加グリッドに

は、レビュー中の搬入行に関連する追加の分類ラインがすべて表示されます。  

特定の行に関する詳細情報を表示するには、搬入番号（[搬入番号]）を選択します。 

 

 

追加の分類行（最初の概要グリッドまたは不一致グリッドの上の追加グリッド）で搬入番号を選択する

と、[搬入検証] 画面がリロードされます。画面のリロードが完了すると、以下のようになります。  

1. 不一致グリッドには、選択した追加の分類行に固有の情報が表示されます。  
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2. 追加グリッドは画面に表示されなくなります。 

 

 

検証 

[搬入検証] 画面の [検証] オプションは、ONESOURCE Global Classification 内の誤ったデータや不足して

いるデータを特定するために使用します。 

注釈: この機能は、クライアントユーザーが ONESOURCE Global Classification をお持ちの場合にのみ有

効です。ONESOURCE グローバル分類が設定されていない場合、製品番号は青色ではなく黒色で表示さ

れ、ONESOURCE Global Classification にリンクされません。 

 
 

Global Classification のエラーを修正するには、下のグリッドから製品番号を選択し、その製品番号をク

リックします。 
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製品番号をクリックすると、別のブラウザタブが開き、ONESOURCE Global Classification の [分類を編

集] 画面が表示されます。選択した製品番号は、[分類を編集] 画面であらかじめフィルターされます。 

注釈: メニューの [検索] または [編集] 画面でもこのタスクを実行できますが、別画面は開きません。この

場合、手動で Entry Verification に戻る必要があります。  

更新する製品レコードをロードするには、[移動] をクリックします。 

 
 

[分類を編集] 画面をスクロールして、検証エラーを含む項目を探します。検証エラーを含む項目には、赤

枠が表示されます。エラーを解決するために必要な変更を行います。 

 
 

すべてのエラーを修正したら、[保存] をクリックして Global Classification の変更を保存します。  
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これで [分類を編集] ブラウザタブを閉じることができます。別のブラウザタブで開いている [搬入検証] 画

面に戻ります。[搬入検証] 画面に戻ったら、[検証] をクリックし、検証エンジンが搬入の再検証を終了す

るのを待機します。  

 
 

検証プロセスでは、更新された搬入データをシステム内のデータと比較します。1 秒ごとに画面が更新さ

れ、完了した検証手順が表示されます。検証エンジンが再検証プロセスを完了するのを待ってから、[更

新] をクリックします。 
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検証ワークフローが完了すると、以下の検証メッセージが表示されます。 

 
 

Global Classification で更新されたデータが正しい（搬入と一致している）場合、検証エラーが解決し、

履歴テーブルに書き込まれます。このエラーは解決されたため、[搬入検証] 画面には表示されなくなりま

す。 

統一ビュー（搬入検証展開ビュー） 
[搬入検証] 画面の展開ビューを選択すると、画面の下部にデフォルトで [統一ビュー] タブが表示されま

す。このタブは、複数の通関業者からの搬入データを共通のレイアウトで表示します。このビューでは、

ページの上部（タブの上）に概要グリッドが表示され、その下に搬入全体のサブセットが表示されます。  

[統一データ] タブには、搬入で最もよく使用される項目のみが表示されます。統一データ] タブと [ブロー

カービュー] タブは、[搬入検証] 画面で選択された搬入の搬入行にマッピングされているため、その行の

搬入データのみが表示されます。 

 

 

[統一] タブの内容はフォームビューで表示されます。システムの設定方法によっては、このタブ上の項目

が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  

 

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 



ONESOURCE: Entry Verification   79 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示さます。 
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ブローカービュー（搬入検証展開ビュー） 
[ブローカーデータ] タブには、通関業者が申請した搬入全体が表示されます。 

 

 

[統一データ] ビューに戻るには、[統一データ] タブをクリックします。そうすると、画面に搬入の要約バ

ージョンが表示されます。 

通関業者が申請した搬入パケットを表示するには、タブの下部にあるリンクをクリックします。この機能

は、クライアントが使用を希望するオプション機能であり、実装時に設定されます。 

 

 

 

[ブローカーデータ] タブの内容はフォームビューで表示されます。システムの設定方法によっては、この

タブ上の項目が灰色のバーで表示されるようにセクションに分割される場合があります。 
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セクションの非表示/展開 

セクションを非表示にするには、非表示にするセクションを選択してから、その行の右端にある矢印をク

リックします。  

 

 

そのセクションの項目は画面上で非表示になります。もう一度矢印をクリックすると、項目が再び表示さ

れます。 
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フォーム項目の絞込み 

それぞれのセクションには、[フォーム項目の絞込み] 検索ボックスがあります。このテキストボックスに

値を入力していくにつれてセクションが更新され、それまでの入力内容と一致する項目だけが表示されま

す。 

 

 

必須項目を表示 

必須項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[必須項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、必須項目のみが表示されます。 

 

 

空白項目を表示 

空白項目だけを表示するようにセクションを絞り込むには、[空白項目を表示] ボックスをオンにします。

グリッドが更新され、空白項目のみが表示されます。 
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不一致を閉じる 
[搬入検証] 画面から不一致を削除できます。 

削除する 1 つ以上の矛盾を選択するには、グリッドを確認し、どの不一致を削除する必要があるかを判断

します。不一致を特定したら、左端にある対応するボックスをオンにします。 

 

 

すべての不一致を削除対象として選択するには、グリッドの左上にある [すべて選択] ボックスをオンにし

ます。 

 

 

削除する不一致をすべて選択したら、[不一致を閉じる] をクリックします。 

 

 

不一致がクローズされると、搬入または個々の行/検証タイプが [搬入検証] グリッドから消えます。その

後、その不一致はアーカイブ目的で履歴テーブルに書き込まれます。クローズした不一致は、[搬入検索] 

画面から表示できます。この画面の詳細については、このユーザーガイドの「搬入検索」セクションをご

覧ください。 
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修正のために開く（搬入の再依頼） 
クローズした搬入は、[通関摘要書] 画面から再依頼できます。この機能は ONESOURCE Entry Verification

のオプション機能であり、有効にするにはクライアントからの依頼が必要です。 

再依頼した搬入に対しては、通常の検証がすべて実行されます。このため、搬入を再依頼する前に、修正

が必要な比較ソースデータ（グローバル分類、PO、受領レコードなど）を更新する必要があります。 

クローズした搬入の再依頼 
クローズした搬入を再依頼するには、まず [通関摘要書] 画面から終了した搬入を選択して開きます。クロ

ーズステータスの定義は、システムの設定方法によって異なる場合があります。以下の例では、クローズ

した搬入は [処理済み] というステータスで定義されます。 

 

 

[搬入管理] グリッドから搬入を選択すると、自動的に [搬入データ] タブが開きます。このタブで、[修正の

ために開く] リンクをクリックし、必要な変更を行います。 

 

 

[修正のために開く] をクリックすると、以下の検証メッセージが画面の上部に表示されます。 

 

 



ONESOURCE: Entry Verification   85 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

搬入ステータスが [要修正] に変わります。  

 

 

再依頼した搬入の終了 

再依頼した搬入をクローズするには、[通関摘要] 画面で終了する搬入を選択します。この搬入の [ステー

タス] ドロップダウンをクリックし、[修正後完了] を選択します。また、このユーザーガイドの 「搬入検

証」セクションで説明されているように、検証を再実行することもできます。 

 

 

検証の注釈の追加 
特定の搬入に関連づけられているすべての注釈と理由コードは、[搬入検証] 画面で表示できます。検証の

注釈は、個々の搬入に適用することも、複数の搬入、行、または検証にまたがって適用することもできま

す。 

複数の搬入、行、または検証に一括して注釈を追加するには、検証タイプを選択します。 
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検証タイプを選択すると、[搬入検証] 画面に [検証の注釈の追加] が表示されます。 

 

 

このボタンが画面の上部に表示されたら、注釈を添付する搬入/行/検証を選択し、左端の対応するボック

スをオンにします。これらの項目を選択したら、[検証の注釈を追加] をクリックします。 
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[検証の注釈を追加] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開きます。注釈を入力し、[送信] を
クリックします。 

 

 

搬入に関連するすべての検証エラーを表示するには、[搬入検証] 画面を開き、下のグリッドから検証を選

択します。 

 

 

搬入番号（[搬入番号]）を選択すると、その搬入に関連するすべての検証エラーが表示されます。以下の

スクリーンショットの例に示すように、各検証エラーには、[搬入番号] 列の左側に [注釈を追加] リンクが

あります。グリッドから検証エラーを選択し、対応する [注釈を追加] リンクをクリックします。 
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[注釈を表示] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開き、理由コードのドロップダウンボック

スが表示されます。ブローカー、内部、外部の各エラー報告書に検証エラーを追加するオプションもあり

ます。 

注釈を追加するには、必要な項目にすべて入力し、[送信] をクリックします。 

 

 

主要業績指標としての理由コードの使用  
理由コードは、実際の検証タイプエラーに関連する主要業績指標（KPI）を取得するように設定できま

す。理由コードはユーザー定義のコードで、そのコードが表す内容の説明を含めることもできます。 
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理由コードは、以下の内容を KPI レポート形式で記録する優れた方法です。 

• 指定した期間に発生した検証タイプエラーの合計数 
• 検証タイプエラーの根本原因  
• 特定の関係者がこれらのエラーの原因となった時間の割合 

エラーおよび問題を解決するために実行されたその他のアクションへの参照として、理由コードに関する

注釈を入力することもできます。理由コードの注釈は監査証跡に含まれ、ONESOURCE Entry Verification

の画面/タブに表示される [注釈/注釈を表示] オプションを選択すると表示できます。 

 

 

エラー報告書の作成 
注釈を追加して理由コードを選択すると、エラー報告に不一致を添付できます。エラー報告書は、ユーザ

ーの判断で内部および外部の両方で使用できます。通関業者に E メールを送信する前にすべてのエラー報

告書を確認するには、[搬入検証] 画面を開き、下のグリッドから検証を選択します。 
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搬入番号（[搬入番号]）を選択すると、その搬入に関連するすべての検証エラーが表示されます。グリッ

ドの上にある [搬入エラー報告に進む] リンクをクリックします。 

 

 

このリンクをクリックすると、[搬入エラー報告] 画面が開きます。この画面の詳細については、このユー

ザーガイドの「搬入エラー報告」セクションをご覧ください。 
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内部の注釈と外部向けの注釈 
注釈は、搬入に関連する重要な情報を記録、追跡、共有するために使用できます。これらの注釈は、搬入

レビューチーム全体で内部的に使用することも、通関業者とともに外部的に使用することもできます。 

内部の注釈と外部向けの注釈を表示するには、[搬入検証] 画面を開きます。以下のグリッドを確認し、開

こうとしている搬入番号（[搬入番号]）を選択します。 

 

 

搬入を選択すると、その搬入で未解決のすべての検証エラーが画面上のグリッドに表示されます。グリッ

ドの下には、[統一データ] タブと [ブローカーデータ] タブがあります。どちらのタブにも [搬入を表示] リ
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ンクがあり、搬入に現在添付されている注釈の数が表示されます。[注釈を表示] リンクをクリックしま

す。 

 

 

[注釈を表示] をクリックすると、画面にポップアップが表示され、搬入の [内部の注釈]、[外部向けの注

釈]、[クローズした不一致]、および [検証の注釈] がすべて表示されます。これらの [注釈] タブはオプショ

ンであり、システムの設定によって異なる場合があります。外部向けの注釈は、通関業者に送信されるエ

ラー報告書に含めるように設定することもできます。 

注釈を追加するには、注釈の種類に応じたタブをクリックし、[注釈を追加] をクリックします。 

 

 

[注釈を追加] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開き、理由コードのドロップダウンボック

スが表示されます。ブローカー、内部、外部の各エラー報告書に検証エラーを追加するオプションもあり

ます。 

注釈を追加するには、必要な項目にすべて入力し、[送信] をクリックします。 

 

 

抽出 
[搬入検証] 画面の [抽出] リンクをクリックすると、クリック時にグリッドに表示されているすべての不一

致を含む Excel スプレッドシートが作成されます。  
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たとえば、検証タイプが [すべて] の場合、すべての不一致がエクスポートされます。[検証タイプ] ドロッ

プダウンを使用して特定の不一致（例: HS 番号）をフィルターした場合、画面には指定した不一致を含む

行のみが表示されます。  

フィルターされた結果を Microsoft Excel に抽出するには、[搬入検証] 画面の上部にあるフィルターを使

用して、必要に応じてグリッドをフィルターします。結果が適切にフィルターされたら、[抽出] をクリッ

クします。 

その後、スプレッドシートをローカルのハードディスクに保存し、通関業者に E メールで送信して、修正

が必要な搬入を修正できます。 

 

 

関連書類の添付 
[文書の添付] 画面では、搬入パケットに含まれる文書（梱包明細書、PO、コマーシャルインボイスなどの 

PDF コピー）を、選択した搬入に添付、修正、削除、管理できます。  

通関摘要書から [文書の添付] を開く 
[文書の添付] 画面を開くには、まず、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[通

関摘要書] 画面が表示されたら、[搬入管理] タブから搬入番号を選択し、[文書の添付] をクリックします。 
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搬入検証から [文書の添付] を開く 
[文書の添付] 画面を開くには、[搬入検証] 画面を開き、下のグリッドから検証を選択します。 

 

 

搬入番号（[搬入番号]）を選択すると、その搬入に関連するすべての検証エラーが表示されます。グリッ

ドの上にある [文書の添付] リンクをクリックします。 
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[文書の添付] で文書を添付 
[文書の添付] リンクをクリックすると、[文書の添付] 画面が開きます。[識別子] 項目には、選択した搬入

番号がデフォルトで表示されます。 

 

 

文書を添付するには、まず [文書タイプ] ドロップダウンから文書のタイプ（.pdf、.png、.jpg、.doc な

ど）を選択します。 

 

 

利用できる文書のタイプはクライアントごとに異なり、実装時に設定されます。  
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次に、[文書アクセスタイプ] ドロップダウンから文書アクセスタイプを選択します。文書は、プライベー

ト（ユーザーのみが閲覧可能）とパブリック（クライアントのシステム内のすべてのユーザーが閲覧可

能）に分類できます。デフォルトの設定はプライベートですが、実装時やサポートに依頼することで、デ

フォルトをパブリックに設定できます。 

 

 

文書タイプを選択した後、[参照...] ボタンをクリックし、搬入に添付するファイルを選択します。 

 

 

次に、[メモ] 項目に注釈を入力します。この手順は必須であり、省略することはできません。 



ONESOURCE: Entry Verification   97 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

これら 3 つの項目に入力したら、[文書を添付] をクリックします。  

 

 

ファイルが下のグリッドに表示されます。  
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その他、必要に応じて上記の手順で文書を添付します。完了したら、ポップアップの右上にある [X] をク

リックして [文書を添付] 画面を閉じます。 

 
 

搬入に添付された文書の表示 

搬入に添付された文書は、[搬入検証] 画面の [文書] リンクから表示できます。  

添付された文書を表示するには、[搬入検証] 画面を開きます。以下のグリッドを確認し、開こうとしてい

る搬入番号（[搬入番号]）を選択します。 

 
 

搬入を選択すると、その搬入で未解決のすべての検証エラーが画面上のグリッドに表示されます。グリッ

ドの下には、[統一データ] タブと [ブローカーデータ] タブがあります。どちらのタブにも [文書] リンクが

あり、搬入に現在添付されている文書の数が表示されます。[文書] リンクをクリックします。 
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[文書] リンクをクリックすると、[文書リスト] ポップアップが開き、選択した搬入に現在添付されている

すべての文書のリストが表示されます。  

文書を開くには、リストから文書を選択し、その対応する [文書] リンクをクリックします。そうすると文

書が画面に表示されます。 

 
 

E メールの送信 
ユーザーは、ONESOURCE Entry Verification を使用して、通関業者に E メールを直接送信できます。この

オプションは、複数の画面で使用できます。 

通関摘要書を使用した E メールの送信（コミュニケーション） 
[通関摘要書] 画面から E メールを送信するには、まず [搬入管理] タブで搬入を選択します。搬入を選択し

たら、[コミュニケーション] タブを開き、[E メールを送信] をクリックします。 
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搬入エラー報告を使用した E メールの送信 
[搬入エラー報告] 画面を開くには、[Entry Verification] メニューから [搬入検証] 画面を開きます。[搬入検

証] 画面が表示されたら、下のグリッドから搬入を選択し、対応する搬入番号（[搬入番号]） リンクをク

リックします。 

 

 

搬入を選択すると、その搬入のすべての検証エラーが画面に表示され、[通関摘要書] 画面と [搬入エラー

報告] 画面へのリンクが表示されます。[搬入エラー報告に進む] リンクをクリックします。 

 

 

このリンクをクリックすると、[搬入エラー報告] 画面が開きます。通関業者にレポートを E メールで送信

するには、[E メールレポート] をクリックします。 
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申告修正による E メールの送信 
[申告修正] 画面を使用して E メールを送信するには、レポートに含める 1 つ以上の搬入をグリッドから選

択します。それらの搬入を決定したら、そのレコードの左端にあるボックスをオンにします。 

 

 

レポートに含めるすべての搬入のボックスをオンにしたら、[E メールレポート] をクリックします。 
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E メールの作成と送信 
[E メールを送信] をクリックすると E メールのポップアップが開きます。E メールを下書きし、必要に応

じて文書を添付して、[送信] を押します。  

Entry Verification で E メール機能を使用する方法、他のアプリケーションで E メールを作成して送信する

方法と同じです。手順は以下のとおりです。  

• 受取人 
• CC 受取人 
• 件名行 
• テキスト 
• 添付ファイル 

他のメールプラットフォーム（例: Gmail、Yahoo など）で使用しているのと同じ方法で、[To] 、[CC] 、

[件名] の各行に入力します。 

 
 

添付資料を追加するには、添付ファイルアイコンを展開して利用可能な文書を表示します。  
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[文書の添付] 画面の搬入に追加されたすべての文書がグリッド上で利用可能になります。文書のリストを

確認し、添付する文書を決定します。それらの文書を特定したら、そのレコードの左端にあるボックスを

オンにします。 

注釈: グリッドの上部にあるチェックボックスは [すべて選択] ボックスで、オンにするとすべての文書が

添付ファイルとして選択されます。 

 

 

すべての情報を入力し、すべての文書を添付したら、[送信] をクリックします。  

 
 

一度 E メールが送信されると、受信者の E メールアドレスがシステムに保存されます。次回、同じ相手に

メールを送る際には、先行入力機能によって E メールアドレスが表示されます。名前をクリックするか 

Enter キーを押して、提案された E メールアドレスを選択します。 

 
 

搬入エラー報告 
「搬入検証」セクションで前述したように、エラー報告書は搬入レビュープロセス中に作成できます。  

搬入検証からの搬入エラー報告書を開く 

[搬入エラー報告] 画面を開くには、[Entry Verification] メニューから [搬入検証] 画面を開きます。[搬入検

証] 画面が表示されたら、下のグリッドから搬入を選択し、対応する搬入番号（[搬入番号]） リンクをク

リックします。 
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搬入を選択すると、その搬入のすべての検証エラーが画面に表示され、[通関摘要書] 画面と [搬入エラー

報告] 画面へのリンクが表示されます。[搬入エラー報告に進む] リンクをクリックします。 

 
 

このリンクをクリックすると、[搬入エラー報告] 画面が開きます。 
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エラー報告書への不一致の追加 
エラー報告書に不一致を追加するには、下のグリッドから 1 つ以上のエラーを選択し、左端の対応するボ

ックスをオンにします。レポートに追加する不一致をすべて選択したら、 [レポートを生成] をクリックし

ます。 
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[レポートを生成] をクリックすると、[レポートを生成] ポップアップが開きます。送信するエラー報告書

のタイプ（ブローカー、内部、外部、または政府）とレポート ファイルタイプ（例: [PDF]）を選択しま

す。 

 

 

レポートが生成されたら、ファイルを保存する場所のフォローアップオプションを選択します。オプショ

ンには、ディスクへの保存、[文書の添付] 画面、レポートタイプのリセット（前のポップアップ画面に戻

る）などがあります。 

 

 

選択した各検証の不一致は、[搬入エラー報告] 画面で現在開いている搬入の個々のエラー報告書に保存さ

れます。 

 

既存の搬入エラー報告書の検索 
既存の搬入エラー報告書を検索するには、[搬入エラー報告] 画面の上部にあるフィルターを使用して、必

要なパラメータを設定します。利用可能なフィルターは以下のとおりです。 

国 国別にエラー報告書を絞り込みます。 

ブローカ

ー 

利用可能な通関業者のリストから選択します。 

搬入番号 エラー報告書の搬入を選択します。 

搬入検索 搬入番号全体が不明な場合は、搬入を検索します。 
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エラー報告書を読み込むには、[搬入検索] 項目をクリックし、搬入番号の入力を開始します。一致する搬

入のリストが表示されます。提案された搬入番号の 1 つをドロップダウンから選択します。  

 

 

この番号をクリックすると、目的のエラー報告書が表示されます。結果グリッドには、搬入に一致するす

べてのブローカーのエラー、内部のエラー、外部のエラー、政府のエラーが表示されます。これらのエラ

ーの一部またはすべてをレポートに追加できます。レポートの最終バージョンを作成する前に、どの不一

致をレポートに含めるかを確認し、調整します。 
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エラーの削除 

エラーを削除するには、グリッドから削除するエラーを選択し、左端にある対応するボックスをオンにし

ます。削除するエラーをすべて選択したら、[選択したものを削除] をクリックします。そうすると、選択

した項目がすべてグリッドから削除されます。 
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エラー報告書の保存 

含めるエラーを決定したら、レポートを保存します。レポートは、通関業者に E メールで送信する前に保

存する必要があります。  

レポートを保存するには、画面上部の [レポートを生成] をクリックします。そうすると、レポートを保存

するためのいくつかのオプションを示すポップアップが表示されます。  

 

 

[レポートを生成] ポップアップの詳細については、このユーザーガイドの「エラー報告書への不一致の追

加」セクションをご覧ください。 
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検証の注釈 

検証の注釈はレポートに表示されますが、[搬入検証] 画面で行レベルの [注釈を表示] をクリックして追加

することもできます。  

 
 

保存したら、レポートを E メールで送信します。レポートを E メールで送信する方法については、このユ

ーザーガイドの「搬入エラー報告書の E メール送信」セクションをご覧ください。 

注釈: Entry Verification の E メール機能を使用して通関業者にレポートを送信するには、[文書の添付] 画

面で文書を保存する必要があります。 

 
 

搬入エラー報告書の E メール送信  

搬入エラー報告書は E メールで通関業者に送信できます。通関業者にレポートを E メールで送信するに

は、[E メールレポート] をクリックします。ONESOURCE Entry Verification で E メールを作成するプロセ

スの詳細については、このユーザーガイドの「E メールの作成」セクションをご覧ください。 
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是正措置の追跡 
[搬入エラー報告] 画面の [是正措置の追跡] タブを使用すると、修正フラグが付けられたエラーに対処する

責任者を割り当てることができます。ユーザーは、現在の解決ステータスや解決ステータスに関する注釈

を割り当てることができます。[是正措置] タブでは、搬入番号、レポートレベル（例： 内部、ブローカー

など）、理由コードごとにすべてのエラーが表示されます。  

行を編集して、エラータイプ、責任者、解決策、解決ステータスを変更できます。  

是正処置レポートは、単一の搬入、または搬入の日付ごとに搬入全体の行に対して作成できます。搬入行

をレポートに反映させるには、[解決ステータス] を入力する必要があります。 
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高度なフィルターオプションの使用 

フィルターをグリッドに適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 

 

 

[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。メ

ニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 
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グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 

 

 

搬入データの上書き  
注釈: [搬入データの上書き] 画面はオプション画面のため、ONESOURCE Entry Verification のバージョン

によってはこの画面が含まれない場合があります。項目の表示は実装時のシステムの設定によって異なり

ます。 

搬入の検証タイプエラーは、次のような単純なタイプミスによって発生する場合があります。 

• ブローカーが搬入番号に「-」の文字を入力した、または入力し忘れた。 
• ブローカーが搬入番号にスペースを入れ忘れた。 
• 製品番号の先頭のゼロが最初の入力時に省略されていた。  

上記の問題はすべて技術的には不一致であり、検証タイプのエラーになりますが、軽微なため、是正措置

や修正入力の必要はありません。 

[搬入データの上書き] 画面では、製品番号を手動で上書きし、ONESOURCE Entry Verification システム内

の検証タイプの不一致の総数を減らすことができます。そうすることで、搬入の製品番号が ONESOURCE 

Global Classification モジュール内のデータと一致するようになります。 
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[搬入検証] 画面では、ポップアップバージョンの [搬入データの上書き] も使用できます。この機能は、通

常、通関業者が製品番号の入力方法を変更できない場合に使用します。 

[搬入検証] 画面から [搬入データの上書き] 画面を開くには、画面上部の [上書き管理] リンクをクリックし

ます。 

 

 

製品番号を変換（または上書き）すると、通関業者から受け取った搬入の商品番号と製品番号を自動的に

比較できます。さらに重要なことは、[搬入データの上書き] 画面では、ブローカーのエラーに起因しない

内部的な不一致を修正できます。これにより、[Entry Verification] 画面で表示される検証エラーの数を減

らすことができます。 

上書き値を追加 
「上書き」を設定するには、上書きする製品をグリッドから選択します。この製品を特定したら、[上書

き値を追加] をクリックします。 
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[上書き値を追加] をクリックすると、上書きを完了するために必要な項目を含むポップアップが表示され

ます。  

[項目値] 項目で、製品番号のソースを選択します。 

[値] 項目に、修正前の現在の値を入力します。 

[上書き値] 項目に、現在の値の代わりに表示する新しい値を入力します。各搬入の上書きレコードの [値] 

項目は一意でなければなりませんが、[上書き値] 項目には同じ要件はありませんのでご注意ください。  

コメントを挿入し、[挿入] をクリックします。コメントは必須であることに注意してください。 

 

 

上書きを設定して保存すると、[Entry Verification] 画面から検証エラーが削除され、検証エラーのステー

タスが [クローズ済み] に変更されます。今後は、通関業者が搬入に不正な（上書きされた）値を入力する

たびに、ONESOURCE Entry Verification が自動的に不正な値を上書きします。 

上書き値の削除 
上書きを削除するには、グリッドから削除する上書きを選択し、左端の対応する [削除] リンクをクリック

します。 
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上書きの搬入が正常に削除されたことを示す次の通知が画面に表示されます。 

 

 

上書き値のフィルター 
上書き値は、項目名、値、上書き値、またはコメントでフィルターできます。 

フィルターを使用するには、検索する列ヘッダーを選択し、フィルター項目に値を入力します。値を入力

したら、フィルターアイコンをクリックします。リストからフィルターを選択します。フィルターオプシ

ョンは、列ヘッダータイプ（英数字、数字、日付など）によって異なります。 
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申告修正 
注釈: 17.2 リリースでは、[搬入後の修正] 画面が[申告書修正] 画面に置き換わりました。今後は、[搬入後

の修正] 画面の代わりにこの画面を使用してください。米国の輸入者の場合、この画面には「PSC（摘要

後の修正）」機能が含まれます。 

[申告修正] 画面には、申告後に修正が必要な搬入に関する概要情報がまとめて表示されます。[申告修正] 

画面に表示されるデータは、国やユーザー個人のレベルで、クライアントユーザー特有のニーズに合わせ

てカスタマイズできます。 

この画面にアクセスには、[Entry Verification] メニューから [申告修正] を選択します。 

 

 

搬入の詳細表示 
[すべての搬入] タブには、[通関摘要書] 画面で PSC （摘要後の修正）が必要であると手動でフラグが付け

られたすべての搬入が含まれます。このアクションのトリガーとなるステータスラベルは設定可能です。  

たとえば、米国のユーザーは、そのような目的で [PSC 必須] を選択できます。 

 

 

修正の処理を開始するには、[すべての搬入] グリッドから修正する搬入を選択し、左端の対応する展開矢

印をクリックします。  
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展開矢印をクリックすると、選択した搬入の検証エラーメッセージの完全なリストが表示されます。これ

らのメッセージは、搬入がシステムで最後に検証されたときから各行で見つかった特定の不一致を示して

います。 

複数の HS 機能が設定されている場合、詳細サブグリッドには連番も含まれます。 

 

 

高度なフィルターオプションの使用 

フィルターをグリッドに適用するには、[フィルターの表示/非表示] をクリックします。 
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[フィルターの表示/非表示] をクリックすると、列ヘッダーの下にフィルター項目を含むバーが表示されま

す。これは、検索オプションが利用できるようになったことを意味します。それには、検索対象とする列

を選択し、値を項目に入力します。値を入力したら、右にあるフィルターアイコンをクリックします。メ

ニューから、フィルターオプションを選択します。フィルターオプションは、列のタイプ（英数字、日

付、数値、時刻）によって異なります。 

 

 

フィルターを選択すると、フィルターされたパラメータに一致するデータのみがグリッドに表示されま

す。複数の列を同時にフィルターして、検索結果をさらに絞り込むことができます。  

 

 

利用可能な検索項目に日付が含まれている場合、フィルターにはカレンダーが表示されます。これらの列

では、日付（または日付パラメータ）を使用して検索を絞り込むことができます。 
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グリッドでは、一度にページングしたり、グリッドに表示するレコード数を設定したりすることもできま

す。これらの機能は、グリッドの下部にあります。 

 

 

修正する搬入の選択 
搬入を修正するには、[すべての搬入] グリッドから修正する搬入を選択し、対応する [選択] リンクをクリ

ックします。 

 

 

[選択] をクリックすると、[選択された搬入] タブが表示され、[すべての搬入] タブで選択された搬入に関

するすべての修正データが表示されます。  

修正グリッドには、その搬入のすべての行と、各行のエラーステータスが表示されます。 
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✗ 搬入の中でリストされた検証グループに検証タイプのエラーがあります。 

✓ この搬入行はすべての検証に合格しました。 

 

 

 

特定の搬入をすばやく見つけるために、[すべての搬入] タブと [選択された搬入] タブの両方に高度なフィ

ルター機能があります。フィルターの詳細については、このユーザーガイドの「高度なフィルターオプシ

ョンの使用」セクションをご覧ください。 

検証エラーの詳細を表示するには、[選択された搬入] タブから確認するエラーを選択し、左端にある対応

する展開矢印をクリックします。複数の HS 機能が設定されている場合、[選択された搬入] グリッドには

連番も含まれます。 
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展開矢印をクリックすると、各検証エラー、検証のソース/比較データ、さらには正しい値を入力できる

テキストボックスが表示されます。 

 

 

デフォルトでは、[正しい値] テキストボックスには、期待値または比較値が入ります。[比較値] とは、検

証で比較される値です。たとえば、搬入行の HS 番号を Global Classification にリストされている製品の 

HS 番号と比較する場合は、Global Classification の HS 番号が比較値としてリストされ、Global 

Classification が比較ソースとなります。  

 

 

注釈: [無効] と表示されている項目については、検証エラーは表示されません。 

検証行への注釈の追加 

検証行に注釈を追加するには、[注釈] 列からライン品目を選択し、[注釈を追加] をクリックします。  
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[注釈を追加] をクリックすると、[注釈を追加/表示] ポップアップが画面に表示されます。必要な変更を行

い、[注釈を送信] をクリックします。注釈を保存せずにポップアップを閉じるには、ポップアップの右上

にある [X] をクリックします。 

 

 

既存の注釈の表示または変更 

既存の注釈を表示または変更するには、[注釈] 列からライン品目を選択し、[注釈を表示] をクリックしま

す。 

 

 

[注釈を表示] をクリックすると、[注釈を追加/表示] ポップアップが画面に表示されます。必要な変更を行

い、[注釈を送信] をクリックします。変更する必要がない場合、ポップアップの右上にある [X] をクリッ

クします。 
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申告修正の変更の保存 
行レベルで行った変更を保存するには、各行のグリッドの右上にある [保存] ボタンをクリックします。こ

れにより、その行の修正が確実に保存されます。 

 

 

複数の行修正を同時に保存するには、タブの右上にある [すべてを保存] リンクをクリックします。これに

より、搬入のすべての未解決の行に対して追加されたすべての修正が保存されます。 
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修正の追加 
[申告修正] 画面では、主に不一致のフラグが付いた行の修正を行うことに重点が置かれますが、エラース

テータスに関係なく、搬入のすべての行を表示することもできます。この機能を使用すると、検証エラー

のフラグが付いていない項目に修正を入力できますが、最終的には修正が必要になります。  

個別の修正の追加 

修正が必要な項目を手動で入力するには、行のサブグリッドの左上にある [新規レコードを追加] をクリッ

クします。 
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[新規レコードを追加] をクリックすると、空白の項目セットが表示されます。必要な情報（項目名、現在

の値、正しい値、注釈など）をすべて入力し、[挿入] をクリックします。新規レコードがグリッドに表示

されます。 

 

 

修正の一括追加 

グリッドの上部にある [項目値] 項目と [正しい値] 項目を使用すると、搬入行を一括して修正できます。こ

れらのボックスは、行に個別に手動で修正を加えるのと同様に機能します。 

修正する行番号を 1 つ以上選択するには、[行番号] 列から行番号を選び、左端の対応するボックスをオン

にします。 
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すべての行番号を選択して修正するには、グリッドの左端にある [すべてを選択] ボックスをオンにしま

す。 

 

 

修正するすべての行番号を選択したら、[項目名] ドロップダウンから [項目名] を選択します。 
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[項目名] を選択したら、[正しい値] 項目に正しい値を入力します。すべての情報を入力したら、[適用] を

クリックします。 

 

 

[適用] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開き、修正に注釈を追加するためのオプションが

表示されます。注釈を入力し、[修正を適用] をクリックします。 

 

 

変更が正常に行われると、 [申告修正」 画面に以下の検証メッセージが表示されます。 
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完了としてマークする 

すべての必要な修正を搬入に加えたら、ユーザーはその搬入を完了としてマークできます。 

搬入を完了としてマークするには、グリッド内で完了としてマークする行番号を選択します。行番号を特

定したら、そのレコードの左端にあるボックスをオンにします。 

 

 

完了としてマークするすべての行番号をオンにしたら、[完了としてマークする] をクリックします。 

 

 

[完了としてマークする] をクリックすると、[確認] ポップアップが開き、修正が完了したことの確認を求

められます。[OK] をクリックして続行します。 
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[OK] をクリックすると、選択した搬入が [申告修正] 画面から削除され、[通関摘要書] 画面の搬入のステー

タスが [修正完了] に変更されます。  

 

完了した搬入の再依頼による追加修正 
場合によっては、ステータスが [修正完了] の搬入に追加の変更が必要になることがあります。そのような

場合、ユーザーは手動で搬入のステータスを変更する必要があります。 

搬入管理による搬入ステータスの変更 

搬入のステータスを変更するには、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[通関

摘要書] 画面が表示されたら、[搬入管理] タブで更新が必要な搬入を探します。 

 

 

搬入を特定したら、搬入の [ステータス] ドロップダウンをクリックし、リストから [要修正] に相当するも

のを選択します。搬入のステータスは設定可能なので、以下のスクリーンショットの例とは言語が異なる

場合があります。 
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搬入データを使用した搬入ステータスの変更 
搬入のステータスを変更するには、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[通関

摘要書] 画面が表示されたら、[搬入管理] タブで更新が必要な搬入を探します。搬入番号を選択したら、

[搬入番号] リンクをクリックします。 

 

 

[搬入番号] をクリックすると、[搬入データ] タブが開きます。[搬入データ] タブが表示されたら、[修正の

ために開く] をクリックします。これで搬入が再び開きます。 



ONESOURCE: Entry Verification   132 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

申告修正レポート 

レポートの新規作成 

修正レポートを作成するには、[Entry Verification] メニュー項目から [申告修正] 画面を開き、[すべての搬

入] タブから搬入を選択します。搬入を選択すると、[選択された搬入] タブが開きます。[選択された搬入] 

タブで、[レポートを生成] をクリックします。 

 
 

[レポートを生成] をクリックすると、[レポートを生成] ポップアップが開きます。レポートの種類

（Microsoft Excel または Adobe PDF）を選択し、[レポートを生成] をクリックします。  

 
 

レポートが生成されたら、開いて閲覧したり、ローカルドライブに保存したりできます。レポートは自動

的に [文書の添付] 画面に保存されます。 
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複数の HS 機能が有効に設定されているクライアントには、行番号の横の括弧内に連番も表示されます。 

 
 

文書の添付での既存のレポートの表示 

既存のレポートを開くには、[申告修正] 画面の右上にある [文書の添付] をクリックします。 
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[文書の添付] をクリックすると、ポップアップバージョンの [文書の添付] 画面が開き、選択した搬入に対

して生成されたすべての修正レポートが表示されます。 

レポートに補足文書を追加するには、[文書タイプ] を選択し、ローカルドライブから添付するファイルを

選択して、[添付文書] ボタンをクリックします。 

 

 

修正レポートの E メール送信 

修正レポートを E メールで送信するには、[E メールレポート] リンクをクリックします。その他の E メー

ル処理の詳細については、このユーザーガイドの「E メールの作成」セクションをご覧ください。 
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メールテンプレートの作成 

E メールテンプレートを新規作成するには、[申告修正] 画面の上部にある [メールテンプレート] リンクを

クリックします。  

 

 

[メールテンプレート] をクリックすると、[メールテンプレート] 画面が開きます。この画面には、

ONESOURCE Entry Verification システムで現在使用されているすべてのメールテンプレートが表示されま

す。[メールテンプレートを追加] をクリックします。 

 

 

[メールテンプレートを追加] をクリックすると E メールのポップアップが開きます。項目に情報を入力し

てから、必要に応じてメッセージを入力し、[保存] をクリックします。 
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摘要後の修正の自己申告（米国のみ） 
摘要後の修正（PSC）とは、清算前の Entry Summary （非公式の搬入、タイプ 11 または 12 を除く）に対

する修正で、米国税関国境警備局（CBP）が通関摘要書を受理し、支払いが処理され、搬入が清算される

予定になった後に行われます。  

PSC は、搬入日から 300 日目（米国東部時間午後 11 時 59 分）まで、または清算予定日の 15 日前の米国

東部時間午前 0 時まで、いずれか早い方の日まで提出できます。CBP は PSC を、現在申請されている通

関摘要書データを完全に置き換えるものと見なしているため、PSC は利用可能な最新のデータとして受け

入れられます。ただし、CBP が PSC をレビューした後、結果として生じる金額の変更を反映させるため

に、関連する修正情報を変更する可能性があることを覚えておくことが重要です。 

ほとんどの通関摘要書データ要素は、PSC を使用して更新できます。ただし、許容に影響する要素は PSC 

では変更できません。 

従来の摘要書申請と同様、CBP 側では多くの編集と検証が行われ、PSC 申請ではいくつかのタイプの拒

否が発生する可能性があります。データが ACE で受け入れられない場合、ACE に申請されている通関摘

要書データは変更されません。 

ACE が通関摘要書に対して受け入れる PSC ファイルの数に制限はありません。ただし、申告者は、各 

PSC のデータ変更の理由を記載する必要があります。また、いったん PSC が CBP に受理されると、申告

者はその搬入に対して従来の申請を CBP に提出することができなくなることも覚えておいてください。  

Entry Verification ソリューションで摘要後の修正（PSC）を自己申告するオプションを使用すると、ユー

ザーは ONESOURCE Automated Broker Interface （ABI）モジュールにデータをプッシュして搬入を検証

し、ONESOURCE から米国税関国境警備局（CBP）に直接申請できます。 

ONESOURCE で摘要後の修正を自己申告すると、以下のことが可能になります。 

• ONESOURCE ABI モジュールを活用し、PSC 申請に必要な搬入検証を実施する 
• ONESOURCE から CBP に PSC データを直接送信する 
• ONESOURCE Entry Verification で搬入に加えられたすべての修正の履歴を保持する 
• ONESOURCE で申請された PSC に対する CBP からの返信を表示する 
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Entry Verification で自己申告機能が有効になっている場合、[申告修正] 画面では、[すべての搬入] タブに

追加の [検証] 列が表示されます。 

 

 

搬入のステータスが設定済みの [修正が必要] ステータスに変更されると、システムは事前設定済みの ABI 

の検証に対して搬入データを実行します。実行中の検証では、PSC を提出する必要がある場合、CBP の

要件ごとに搬入の完全性がチェックされます。  

検証を行うように設定されているシステムであれば（PSC を自己申告するように設定されていなくて

も）、検証が実行され、その後の申告のためにデータをレポートとして第三者に報告できます。 

 

ABI の検証 

検証によってフラグが付けられたデータポイントを確認するには、グリッドから搬入を選択し、対応する 

[ABI の検証] リンクをクリックします。  

 

 

[ABI の検証] をクリックすると、搬入の検証エラーを含むポップアップが開きます。 
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ユーザーが [申請修正] 画面からレポートの作成を選択すると、指定された PSC 申告者の参考資料とし

て、ABI の検証結果がレポートに含まれます。 

 

搬入の選択 

搬入を選択するには、[全ての搬入] タブで搬入を選択し、対応する左端の [選択] リンクをクリックしま

す。 

 

 

[選択] をクリックすると、[申告修正] 画面が更新され、[選択された搬入] タブが開きます。このタブに

は、以下の表で定義されているオプションが含まれます。 

検証  [申告修正] 画面で行った修正を、ONESOURCE ABI にプッシュして再検証します。 

検証の表示  システムが自己申告用に設定されている場合、選択した搬入の [ABI の搬入] 画面の 

[検証] タブが開き、自己申告のために必要な修正を行うことができます。  

自己申告用にシステムが設定されていない場合は、タブが開き、ABI の検証結果が

表示されます。 

修正履歴  選択した搬入の修正履歴のポップアップを開きます。 
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検証  [申告修正] 画面で行った修正を、ONESOURCE ABI にプッシュして再検証します。 

返信の表示  以前に ONESOURCE を使用して PSC が自己申告されている場合、選択した搬入の 

[ABI の返答] 画面を開きます。ユーザーが CBP からの返信を表示できるのは、自己

申告用に設定されている場合のみです。 

 

 

 

検証 

システムが自己申告の PSC 用に設定されている場合、[検証] をクリックすると、最初に検証後の処理を選

択するように求められます。 

 

 

[自己申告] を選択すると、ABI の検証が実行され、ONESOURCE ABI 内の [搬入 7501] 画面の [検証の摘要] 

タブを含む 2 つ目のブラウザタブが開きます。現在選択されている搬入があらかじめ選択されます。この
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画面から、ユーザーは PSC を CBP に送信する前に適切な修正を行うことができます。この検証は、シス

テムの構成方法に応じて、単一の HS と複数の HS の両方のシナリオで実行できます。 

[レポートのみ] を選択すると、ABI の検証が実行され、レビュー対象の搬入の検証エラーを含むポップア

ップが開きます。 

 

 

PSC を自己申告するようにシステムが設定されていない場合、[検証] をクリックすると ABI の検証が実行

され、レビュー対象の搬入の検証エラーを含むポップアップが開きます。 

 

検証の表示 

選択した搬入の ABI の検証をすべて表示するには、[検証を表示] をクリックします。 

 
 

システムが自己申告 PSC 用に設定されている場合、[検証を表示] をクリックすると、ABI モジュール内の 

[搬入 7501] 画面の [検証の摘要] タブに 2 つ目のブラウザタブが開きます。現在選択されている搬入があ

らかじめ選択されます。ユーザーは [搬入 7501] 画面から PSC を CBP に送信する前に追加の修正を行うこ

とができます。 
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摘要後の修正の送信 

ユーザーは [搬入 7501] 画面から任意のタブに移動し、既存のデータを表示できます。  

タブのデータを変更するには、目的のタブを開き、[編集] をクリックします。[申告修正] 画面で捕捉され

なかった変更を追加します。 

 

 

追加の変更を行ったら、画面上部の [検証] をクリックして検証を再実行します。これにより、ユーザーは 

[検証の摘要] タブにリダイレクトされ、未処理の検証を確認できます。  

すべてのエラーが修正されると、[検証の摘要] タブが空白になり、搬入ステータスが [検証済み] に更新さ

れます。 
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搬入が [検証済み] ステータスになると、[転記] ボタンが青色に変わり、ユーザーは搬入を転記できます。

クリックすると、搬入ステータスが [転記中] に変わります。[転記中] ステータスの搬入は変更できませ

ん。  

 

 

処理が完了すると、搬入ステータスが [転記済み] に変わります。搬入が転記済みになると、画面上部に以

下のメッセージが表示されます。[搬入が転記されました]  

搬入が転記されたら、[摘要後のヘッダー] タブまたは [摘要後の行] タブを確認します。これらのタブで

は、搬入に加えられた変更に基づいて、PSC 理由コードが自動的に計算されます。 

コードが正しくない場合や欠落している場合、これらのコードを手動で更新することができ、再検証や再

転記を行う必要はありません。再転記すると、理由コードに加えられた変更はすべて削除されます。  

搬入のヘッダー情報を変更すると、[摘要後のヘッダー] タブが表示されます。 

[説明] テキストボックスは、搬入が変更された理由の詳細を説明するために使用されます。[理由コード] 

ボックスは、摘要後の修正を使用して搬入を再申請する理由を最もよく説明する CBP 理由コード を選択

するために使用します。 
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H01 搬入タイプコードが具体的に 01 から 03 に変更されました。 

H02 搬入タイプコードが変更されました（01 から 03 以外）。 

H04 輸送手段（MOT）コードが変更されました。 

H05 基本または追加の保証企業コードが変更になりました。 

H10 継続優先社債指標が変更されました。 

H07 その他の基本データや追加の社債データが変更されました。社債のタイプコード、単一取引社

債の金額、単一取引社債発行者の口座番号、社債放棄指標、または社債放棄理由コードなど 

H08 電子インボイス指標が変更されました。 

H09 出荷用途タイプコードが変更されました。 

H10 荷受人番号が変更されました。 

H11 輸入日が変更されました。 

H12 米国の仕向国コードが変更されました。 

H13 1 つ以上の通関摘要書ヘッダー料金（ヘッダー料金の金額または会計上のクラスコード）が変

更されました。311 （非公式の MPF）、500 （規定割増金）、496 （郵便）を含む。 

H99 別の通関摘要書ヘッダーグループ化データ要素（上記以外）が変更されました。  

 

搬入行の情報を変更すると、[摘要後の行] タブが表示されます。このタブには、PSC を申請する理由を最

も的確に説明する CBP 理由コードと、修正される関税行番号が申告者によって提供されます。 
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L01 コマーシャルインボイスが変更されたか、最初の提出時に項目が欠落していました。この変更

により、通関摘要書のライン品目グループ化の数が増減する可能性があります。  

電子インボイス処理（EIP）摘要書では、変更が EIP インボイスグループ化（つまり、インボイ

ス行参照詳細]）に影響を与える可能性があります。 

L02 貿易協定/特別プログラム要求コードは変更されましたが、物品の分類は変更されていません。 

L03 物品または HTS 番号の分類が変更されました。これは、物品セット指標や取引協定/特別プログ

ラム要求コードに影響を与える可能性があります。 

L04 商品の価値（商品金額の価値）が変更されたか、価値の根拠/判断が変更されました（例: 

NAFTA 正味費用指標）。 

この理由は、通貨換算が価値の変更の要因となった場合に使用される場合があります。 

L05 料金額が変更されました。 

L10 関税額が変更されました。 

L07 原産国コードが変更されました。 

L08 輸出国コードが変更されました。 

L09 米国商務省は、反ダンピング/相殺関税案件の予備期間または注文期間の 90 日前に提出された

搬入タイプ 01 の通関摘要書について、[危機的状況] を発動しました。 

L10 1 つ以上の物品パーティ指標（API）が変更され、反ダンピング/相殺関税のケース接尾辞が変更

されました。 

L11 ケースディポジットレートやケースレート修飾子コードが変更されました。 

L12 反ダンピング/相殺関税のケースの [範囲] が変更されました。 

L13 反ダンピング/相殺関税無償還申告書または反ダンピング/相殺関税無償還申告識別子が変更され

ました。 

L14 事前教示タイプコードまたは事前教示番号が変更されました。 

L15 740 ヘッダーまたは 740 継続が変更されました（FCC PGA インボイスの説明への変更を含

む）。 

L16 IR 関税/諸税情報（IR 関税/諸税額または会計上のクラスコード）が変更されました。 

L17 正式な商品手数料（499: ユーザーの料金額または会計上のクラスコード）が変更されました。 

L18 他の料金が変更されました（ユーザーの料金額または会計上のクラスコード）。501-HMF また

は任意の農産品料金への変更が含まれます。 

L19 製造業者/サプライヤーコードが変更されました。 

L20 他国の輸出者コードが変更されました。 

L21 販売先識別子が変更されました。 

L22 配送先識別子が変更されました。 

L23 カテゴリコード（繊維製品向け）が変更されました。 

L24 標準ビザ番号が変更されました。 

L25 輸出日（繊維製品向け）が変更されました。 

L26 ライセンス/証明書/許可タイプコード、またはライセンス/証明書/許可番号が変更されました。 
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L01 コマーシャルインボイスが変更されたか、最初の提出時に項目が欠落していました。この変更

により、通関摘要書のライン品目グループ化の数が増減する可能性があります。  

電子インボイス処理（EIP）摘要書では、変更が EIP インボイスグループ化（つまり、インボイ

ス行参照詳細]）に影響を与える可能性があります。 

L27 針葉樹材の輸出価格が変更されました。 

L28 針葉樹材の輸出料金の金額が変更されました。 

L29 数量（1、2、3）が商品のいずれかの HTS 番号で変更されました。 

L30 関連者指標が変更されました。 

L31 総出荷重量が変更されました。 

 

搬入データを CBP に送信するには、画面上部の [送信] をクリックします。[送信] をクリックすると、搬

入ステータスが [送信中] に更新されます。この処理が完了すると、搬入ステータス が [送信済み] に変わ

ります。[送信中] または [送信済み] ステータスの搬入は変更できません。 

 

 

CBP から応答を受信すると、搬入のステータスが [応答を受信] に更新されます。この時点で、ユーザーは 

[搬入 7501] 画面の [搬入の返答] タブをクリックして、CBP からの処分メッセージを表示できます。[返答

の摘要] サブタブには、CF 7501 搬入に対する応答が表示されます。 

返信の詳細を表示するには、左側の展開矢印をクリックします。ここには、レコードレベル、メッセージ 

ID コード、メッセージ、参照データ、CBP からの詳細情報（提供されている場合）が表示されます。  

メッセージコードの定義は、CBP Web サイトの ACE CATAIR エラーメッセージ セクションに掲載され

ています。  

 

 

修正履歴 

選択した搬入の ABI 検証をすべて表示するには、[検証を表示] をクリックします。 

https://www.cbp.gov/document/guidance/ace-catair-error-dictionary
https://www.cbp.gov/document/guidance/ace-catair-error-dictionary
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システムの設定によっては、以下の列のオプションが [修正履歴] のポップアップに表示される場合と表示

されない場合があります。 

 

 

返信の表示 

摘要後の修正で以前に受領した返信を表示するには、[返信を表示] をクリックします。 
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[返信を表示] をクリックすると、[ABI の応答] ページに 2 つ目のブラウザタブが開き、現在の搬入が表示

されます。PSC 応答は [ACE の応答] タブに一覧表示されます。  

[詳細を表示] をクリックすると、[搬入の返答] タブの [搬入 7501] ページが表示されます。 

 

 

レポートの生成 

摘要後の修正レポートを生成するには、[レポートを生成生成] をクリックします。  



ONESOURCE: Entry Verification   148 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

[レポートを生成] をクリックすると、[レポートを生成] ポップアップウィンドウが開きます。レポートの

文書タイプ、Adobe PDF または Microsoft Excel XLS を選択します。[レポートを生成] をクリックして続

行します。 

 

 

レポートが生成されると、レポートを開くか、レポート選択をリセットし、別のファイルタイプを選択し

て生成するかを尋ねられます。 

 

 

[レポートを開く] を選択すると、レポートが読み込まれた状態で別のブラウザタブが開きます。レポート

の搬入データの下に ABI の検証が表示されます。 
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搬入検索 
[搬入検索] 画面は、ONESOURCE Entry Verification システム内に保存されている搬入データを抽出するた

めに設計された強力な検索/報告ツールです。このツールを使用して、輸入プロセス全体と通関業者によ

って提出される搬入の精度を向上させることができます。 

[搬入検索] 画面の検索機能により、以下のことが可能になります。  

• システムに保存されているすべての搬入（不一致を含む）からデータを抽出する 
• カスタマイズされたクエリを作成する 
• クエリを保存して他のユーザーと共有する 
• クエリレポートを Excel スプレッドシートとして抽出し、他のユーザーやサードパーティと共有す

る 
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ヘッダーフィルター 
[搬入検索] 画面の上部には、一連の予備的なフィルターが用意されています。これらのフィルターをどの

ように使用するかによって、以下の [項目を表示] セクションでどの列を照会可能にするかが決まります。 

フィルター 説明 

輸入国 ドロップダウンから国を選択します。国を選択すると、このフィルタ

ーに一致する搬入のみが完成したクエリに表示されます。このドロッ

プダウンに表示されるのは、クライアントユーザーのバージョンの 

ONESOURCE Entry Verificationで管理されている国のみです。 

書類上の輸入者 ドロップダウンリストから書類上の輸入者または事業単位を選択しま

す。書類上の輸入者/事業単位を選択すると、このフィルターに一致

する搬入のみが完成したクエリに表示されます。 

ソースを選択 このドロップダウンには、複数の選択肢が含まれています。ソースは

設定可能で、実装時のシステムの設定によって異なる場合がありま

す。以下に例を示します。 

• 搬入: すべての搬入データを表示しますが、不一致データは表示

しません。 

• 履歴: 不一致を含むすべての搬入データを表示します。 

• 不一致: 履歴テーブルに書き込まれた「未解決」の不一致はすべ
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フィルター 説明 

て表示されますが、「クローズ済み」の不一致は表示されませ

ん。 

• 最新: リストアップされた各搬入の最新バージョンのみを表示し

ます。 

 

 

表示フィールド 
[搬入検索] ヘッダーのフィルターに入力したら、画面の [項目を表示] セクションに移動します。 

ソース列 [ソース] ヘッダーフィルターで選択したソースに一致する、すべての列ヘッダーが

含まれます。これらの列の一部またはすべてをクエリに追加できます。 

表示列 選択されたすべての列見出しがクエリの一部として含まれます。 

 

ソース列の表示列への移動 

 

ソース列を [表示列] セクションに移動するには、以下の 2 つの方法のいずれかを実行します。  

• 追加する列をクリックしてから、右矢印ボタンをクリックします。一重矢印は、選択した列のみを

移動します。二重矢印は、すべての列を移動します。 

• 列をクリックし、[ソース列] から [表示列] にドラッグします。 

 

 

表示列の並べ替え 

クエリのすべての列を選択し [表示列] に移動したら、列ヘッダーの順序を確認して、正しい順序であるか

どうかを判断します。 
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表示列の順序を並べ替えるには、クリックして正しい順序にドラッグするか、右端にある上向き/下向き

矢印を使用します。 

表示列を [ソース列] に戻すには、表示列をクリックしてドラッグするか、セクションの中央にある左矢印

を使用します。 

 

 

すべての項目を選択して並べ替えたら、画面の [レポート項] セクションに作成された、データセットを表

示します。 

 

 

検索項目 
新しい検索を作成すると、その検索結果は [搬入検索] 画面の下部にある [新規検索] タブに表示されます。

[新規検索] とは、まだ保存されていない新しい検索であることを示します。  

このセクションの詳細については、このユーザーガイドの「検索の保存」セクションをご覧ください。 
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データセットが作成されると、ユーザーは [検索項目] セクションの検索機能を利用してデータセット内に

含まれる重要な情報を検索できます。  

新しいパラメータを追加するには、[新しいパラメータを追加] をクリックします。 

 

 

[新しいパラメータを追加] をクリックすると、検索条件項目が有効になります。 

[検索パラメータ] ドロップダウンの選択内容は、データセットの作成時に選択した項目によって決まりま

す。ドロップダウンに表示される項目は、[レポート項目] セクションのデータセットに含まれる列名と一

致します。 

 

 

検索パラメータを設定したら、[比較] ドロップダウンをクリックし、クエリで使用する検索パラメータを

選択します。比較は、検索の対象を定義するのに役立ちます。 
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次に、値を入力します。この値は、設定したパラメータに基づいて検索されます。 

 

 

すべての項目を設定したら、[追加] をクリックするとパラメータが追加され、[キャンセル] をクリックす

るとすべての変更が破棄されます。 

 

 

[挿入] をクリックすると、クエリが実行されます。クエリに一致するすべての項目が、画面下部の [新規

検索] グリッドで反転表示されます。 
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上記の手順に従って、追加の検索パラメータを設定できます。 

既存の検索パラメータを変更するには、[現在の検索条件] セクションに移動し、変更する検索パラメータ

を選択して [編集] をクリックします。 

 

 

必要な変更を行い、[更新] をクリックします。 
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検索の保存 

検索パラメータが定義されると、検索を保存して後で使用することができます。  

検索を保存するには、[搬入検索] 画面の [表示項目] セクションに戻って [検索を保存] をクリックします。 

 

 

[検索を保存] をクリックすると [検索を保存] ポップアップが開きます。すべての必須フィールドに情報を

入力し、[検索を保存] をクリックします。保存した検索を見つける方法については、このユーザーガイド

の「保存した検索の取得」セクションを参照してください。 

 

 

新規の検索を既存のカテゴリに保存する 

既存のカテゴリに検索を保存するには、[既存を使用する] ボタンをクリックし、対応するドロップダウン

からカテゴリを選択します。「レポートフィールド」セクションに表示されるタブ名が、新たに保存した

検索の名前に変わります。 
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新規の検索を新規のカテゴリに保存する 

検索を新規のカテゴリに保存するには、[新規作成] ボタンをクリックして新規カテゴリに名前を付けま

す。 

 

 

検索の共有 

保存した検索を他の ONESOURCE Entry Verification ユーザーと共有できます。  

検索を共有するには、[この検索を共有する] ドロップダウンをクリックして [はい] をクリックします。 
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検索の説明 

保存した特定の検索を見つけやすくするために、検索可能な説明を含めることができます。一度保存する

と、説明のキーワードを使って類似の検索を探したり、保存された検索を見つけたりすることができま

す。  

 

 

保存した検索の取得 

保存した検索を開くには、[搬入検索] 画面の [表示項目] セクションに戻って [検索を選択する] をクリック

します。 
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[検索を選択] をクリックすると [保存した検索] ポップアップが開きます。このポップアップに表示される

タブは、ユーザーが作成した検索カテゴリと、他のシステムユーザーとの間で共有されている「共有検

索」のタブです。 

検索を開くには、リストから検索を選択し、左側の対応するリンクをクリックします。 

 

 

保存した検索の編集/コピー 
保存された検索は、レビュー、変更、または新しい検索のベースラインとしてコピーできます。 

既存の検索の編集 

既存の検索を編集するには、このユーザーガイドの「保存した検索の取得」セクションの説明に従って、

検索を開きます。  

検索が読み込まれたら、このユーザーガイドの「検索フィールド」に記載されているように検索パラメー

タを修正します。名前、共有ステータス、説明のいずれかを変更する必要がある場合は、[搬入検索] 画面

の [表示項目] セクションに移動して [検索を編集] をクリックします。  
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[検索を編集] をクリックすると [検索を編集] ポップアップが開きます。必要な変更を行い、保存します。 

 

 

保存された検索のコピー 

保存された検索をコピーするには、このユーザーガイドの「保存した検索の取得」セクションの説明に従

って検索を開きます。検索が読み込まれたら、[検索を新規検索にコピー] をクリックします。  

 

 

必要な変更を行い、保存します。 

新規検索の作成 
新しい検索を開始するには、[レポート項目] セクションの [新規検索] タブをクリックします。「搬入検索

の使用」セクションの説明に従って、新しい検索を作成し、新しい検索パラメータを追加します。 
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抽出機能の使用 
[搬入検索] 画面には [抽出] リンクがあり、これを使用してクエリ結果を含む Excel スプレッドシートを作

成できます。  

メモ：1 回の操作で最大 100 万件の結果を抽出できます。100 万件を超える結果を抽出する必要がある場

合は、システム管理者にお問い合わせください。 

[抽出] リンクを選択してスプレッドシートをダウンロードし、ローカルに保存できます。 

 

 

[検索を閉じる] オプションの使用 
[検索を閉じる] オプションを選択すると、[搬入検索] 画面がリセットされ、すべての検索パラメータまた

は選択した保存済み検索が画面から消去されます。この機能を使用すると、いつでも新しい検索を開始で

きます。 

 

 

Entry Verification 監査ログ 
[Entry Verification 監査ログ] 画面では、以下の項目を含む搬入の履歴を確認できます。 

• 搬入を担当しているユーザーがシステム内で実行したアクション 
• ステータス変更 
• 搬入のバージョン 
• 修正された不一致 
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ユーザーは、任意の開始日から 15 日、30 日、または 60 日の期間で検索できます。 

 

 

高度なフィルター機能は、すべての [監査ログ] タブで有効になります。フィルターのオプションには、ユ

ーザー ID、搬入、アクション、またはアクション値があります。  
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複数のタブが用意されており、それぞれが搬入の履歴に関する特定の情報を表示します。各タブと表示さ

れる情報の内訳は以下のとおりです。 

すべてのログ レコードを表形式に分類します。 

クローズしたエラ

ーログ 

クローズした搬入ごとに、日付、ユーザー、搬入番号、アクション、アクション

タイプを表示します。 

管理ログ [搬入管理] タブで行われた変更（ステータス変更、割り当て変更など）を取得し

ます。 

注釈 指定した搬入の日付、ユーザー、搬入番号、アクション、注釈を表示します。 

E メール 搬入番号ごとの E メール履歴を表示します。 

関連書類 指定した搬入に文書を追加した日付を表示します。 

通関輸入 システムが搬入を受信した日付が表示されます。 

是正措置 指定した搬入の是正措置の変更を表示します。 

政府クローズした

エラーログ 

指定した搬入について、クローズした政府のエラーをすべて表示します。 

 

レコードを Microsoft Excel のスプレッドシート形式で抽出するには、画面右上の [抽出] をクリックしま

す。 
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搬入データ監査管理（搬入ランダム監査） 
[搬入データ監査管理] 画面は、搬入をランダムに選択し、部分的に手動で監査するために使用します。こ

の画面を使用すると、企業はすべての搬入のサブセットについて、希望するスケジュールに基づいて「詳

細な」監査を実施できます。[搬入データ監査管理] 画面では、選択した搬入項目の一部またはすべての項

目を手動で監査し、さらに正確性を高める目的で国ごとに搬入項目のサブセットを抽出できます。  

この画面を開くには、[Entry Verification] メニューから [搬入ランダム監査] を選択します。 

注釈: 搬入データ監査管理はオプションの画面で、実装時に追加された場合にのみ利用できます。 

アクティブな監査 
ページが最初に読み込まれると、[アクティブな監査] タブが開きます。このタブには、システム内のアク

ティブな監査がすべて表示されます。このソリューションにより、ユーザーは 1 つ以上のランダムな監査

を同時に実行できます。  

 

 

監査の新規作成 

新しい監査を作成するには、グリッドの上部にある [監査を新規作成] ボタンをクリックします。 
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監査のタイトルを入力します。説明を入力することもできますが、この情報はオプションです。次に、[挿

入] をクリックします。 

 

 

新しい監査が利用可能なオプションとして表示されます。 

既存の監査の変更 

既存の監査のタイトルや説明を変更するには、[アクティブな監査] タブから監査を選択し、対応する [編

集] ボタンをクリックします。 
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必要な変更を加えたら、[更新] をクリックします。 

 

 

既存の監査の選択 

既存の監査を選択するには、グリッドから監査を選択し、それに対応する [監査を選択] リンクをクリック

します。そうすると、[選択した監査] タブが開き、選択した監査の情報がグリッドに入力された状態で画

面が更新されます。 
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サンプルセットの作成 

新しく作成した監査のサンプルセットを作成するには、[アクティブな監査] タブで監査を選択し、[監査を

選択] をクリックします。  

 

 

次に、[選択した監査] タブに移動し、[サンプルセットを選択] をクリックします。このリンクは、選択し

た国でまだ監査が開始されていない場合にのみ機能します。  
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選択した監査のサンプルセットがすでに存在する場合、[アクティブな監査] タブの [監査を新規作成] ボタ

ンをクリックして新しい監査を作成できます。次に、上記の手順を繰り返してサンプルセットを選択しま

す。 

 

 

[サンプルセットを選択] をクリックすると、[サンプルオプション] ポップアップが開き、リストアップさ

れた国について監査する搬入のセットを定義できます。  

搬入のサブセットは、設定されたセット番号またはパーセンテージで選択できます。さらに、搬入は日付

範囲から、または特定の搬入ステータス、ブローカー、輸入者、注文/クライアント番号、HS 番号、輸出

国から抽出できます。ステータスのドロップダウンを [すべて] のままにしておくか、日付および追加項目

のドロップダウンを [なし] のままにしておくと、搬入を選択する際にこれらの制限が考慮されません。  

搬入は、バックエンドの [ルールエンジン] 機能によって選択されます。この機能により、選択が部分的に

ランダムで部分的にターゲット化されるので、リスクが高い可能性のある搬入（高関税額を含む搬入な

ど）とともに、特定の特性（搬入ポートなど）の適切な多様性を提供できます。パラメータを設定した

ら、[サンプルを選択] をクリックします。 
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監査レコードの表示 

サンプルセットを選択すると、[サンプルセットを選択] ボタンが無効（グレー表示）になります。この時

点では、監査用のこの特定のサンプルセットをさらに編集することはできません。  

抽出され、監査の準備が整ったすべての搬入のリストを表示するには、左端の展開矢印をクリックしま

す。  

 

 

展開矢印をクリックすると、抽出されて監査の準備が整った搬入のリストが表示され、各搬入の関連文書

へのリンクが表示されます。実装時には、搬入リストグリッドを設定して、サンプルセットのパラメータ

データ（注文/クライアント番号、HS 番号、ブローカーなど）を反映した追加の列を含めることができま

す。[進捗] 列には、サンプルで抽出された総数と比較して、これまでに完了した搬入の数が表示されま

す。 
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監査文書の表示 

監査で抽出された各搬入にリンクされたすべての文書を表示するには、[文書] 列の下にある [文書] ハイパ

ーリンクをクリックします。 

 
 

[文書] リンクをクリックすると、[文書の添付] 画面が開き、ユーザーは文書を開いて確認できます。 

搬入を監査の割り当て 

ユーザーに監査を割り当てるには、[割り当て先を選択] ドロップダウンをクリックします。 

 
 

ユーザーのリストがドロップダウンに表示されます。監査を割り当てるユーザーの名前を選択します。 
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搬入を監査の表示 

監査用に搬入を開くには、グリッドから搬入を選択し、左側の対応する [搬入を監査] リンクをクリックし

ます。 

 

 

[搬入を監査] リンクをクリックすると、[搬入データ監査の詳細] 画面が開きます。ユーザーは、搬入内の

任意の項目またはすべての項目を他のデータソース（Global Classification など）と比較して監査し、正

確性を確保できます。 

画面の [ヘッダーの詳細] セクションには、搬入ヘッダーの情報が表示されます。 

画面の [詳細レコード] セクションには、搬入の詳細情報が表示されます。 
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この画面は、複数の HS 機能が有効な場合、複数の HS 番号の情報を表示するように設定することもでき

ます。 

 

 

情報を表示するには、項目をスクロールするか、テーブルビューでデータを表示します。 

テーブルビュー 

搬入の情報をテーブルビューで表示するには、リストから搬入を選択し、左側の対応する [テーブルビュ

ー] リンクをクリックします。 
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[テーブルビュー] をクリックすると、[詳細ビュー] ポップアップが開きます。このポップアップには、[搬

入検証] 画面の [統一データ] タブや [ブローカーデータ] タブと同様、搬入の詳細情報が表示されます。 

 

 

注釈 

ユーザーは、搬入の情報を表示するだけでなく、次の注釈タイプを搬入に追加できます。  

• ヘッダーの注釈 

• 項目の注釈 

• 全体の注釈 

• ステータスの注釈 

ヘッダーの注釈 

ヘッダーの注釈は、搬入ヘッダーにコメントを追加する際に使用します。  
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ヘッダーの注釈を追加するには、画面の [ヘッダーの詳細] セクションに移動し、左端の [ヘッダーの注釈

を追加] をクリックします。 

 

 

[ヘッダーの注釈を追加] をクリックすると、[監査の注釈を追加] ポップアップが開きます。関連する項目

を選択し、注釈の内容を入力して、[注釈を追加] をクリックします。 
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項目の注釈 

項目の注釈は、特定の項目にコメントを追加するために使用します。 

項目の注釈を追加するには、画面の [詳細レコード] セクションに移動し、左端の [項目の注釈を追加] をク

リックします。 

 

 

[項目の注釈を追加] をクリックすると、[監査の注釈を追加] ポップアップが開きます。関連する項目を選

択し、注釈の内容を入力して、[注釈を追加] をクリックします。 

 

 

全体の注釈 

全体の注釈は、搬入全体に対するコメントに使用します。 

全体の注釈を追加するには、[全体の注釈を追加] をクリックします。 
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[項目の注釈を追加] をクリックすると、[監査の注釈を追加] ポップアップが開きます。注釈の内容を入力

し、[注釈を追加] をクリックします。 

 

 

ステータスの注釈 

ステータスの注釈は、監査プロセス中に搬入のステータスを追跡するために使用されます。ステータスの

注釈を追加するには、[監査のステータスを更新] をクリックします。 
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[監査のステータスを更新] をクリックすると、[監査のステータスを更新] ポップアップが開きます。[ステ

ータスを選択] ドロップダウンからステータスを選択し、注釈を入力します。クライアントによっては、

搬入ステータスが変更された理由を示す注釈を使用する必要があります。[監査のステータスを更新] をク

リックして更新を続行するか、[キャンセル] をクリックしてすべての変更を削除します。 

 

 

搬入の注釈を表示 

[搬入の注釈を表示] には、監査対象の搬入に対して現在リストされている注釈の合計数が表示されます。

搬入のすべての注釈を表示するには、[搬入の注釈を表示] をクリックします。 

 

 

[搬入の注釈の表示] リンクをクリックすると、[注釈] ポップアップが開き、現在搬入に含まれるすべての

注釈と、注釈が追加された行のグリッドが表示されます。 
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監査を転記 

監査を転記する準備が整ったら、[搬入データ監査管理] のメイン画面に戻り、[監査を転記] をクリックし

てください。 

 

 

[監査を転記] をクリックすると、[監査を転記] ポップアップが開きます。監査結果、確認された不一致、

監査の結果として実施された修正と解決を入力します。[転記] をクリックして監査を転記するか、[キャン

セル] をクリックしてポップアップを閉じ、さらに変更を加えます。 

[転記] をクリックすると、[転記を確認] ポップアップが表示され、リストアップされた国の監査を最終的

に転記するかどうかの確認を求められます。[OK] をクリックし続行します。 
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監査履歴 

[監査履歴] タブには、システムで以前に完了したすべての監査の履歴リストが表示されます。また、この

タブを使用して監査レポートを生成することもできます。メイングリッドには、監査完了日、監査者のユ

ーザー名、監査を転記したときに監査に追加された注釈が表示されます。 

特定の監査について以前に生成されたレポートを表示するには、グリッドから監査を選択し、左側の対応

する [レポートを表示] リンクをクリックします。  

特定の監査の新しいレポートを生成するには、グリッドから監査を選択し、対応する [レポートを生成] リ

ンクをクリックします。このレポートでは、以下の内容について説明します。 

1. 特定の監査に含まれる各搬入 
2. 搬入の監査のステータス  
3. 監査または特定の行に関連するすべての注釈 
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監査を展開すると、以下が表示されます。  

1. 選択した監査に含まれるすべての搬入のリスト  

2. 各搬入の関連ステータス  

3. 監査に関連するすべての文書  

4. 特定の搬入を展開すると、監査中に搬入に追加された注釈を含むグリッドが表示されます。 
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作業キュー 
ONESOURCE Entry Verification は、監査プロセスに関与する個人に監査を割り当てることができます。監

査を割り当てる機能により、モジュールのタスク管理機能がさらに拡張されます。[搬入データ監査管理] 

画面の [作業キュー] タブには、以下の項目があります。  

• 割り当てられた各監査へのリンク 
• 選択したユーザーに割り当てられたすべての監査を一覧表示するグリッド 
• レビュープロセスにおける搬入の現在の位置 
• 割り当てられた搬入に添付された文書 

 

 

[割り当て先] 機能を有効にすると、ONESOURCE Entry Verification 内で搬入を他のユーザーに割り当てる

ことができます。これらの名前を設定すると、[現在の監査] タブの [割当先] ドロップダウンで使用できる

ようになります。 
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搬入がユーザーに割り当てられると、その搬入は [作業キュー] メインタブの下にあるユーザーの [作業キ

ュー] サブタブに追加されます。 

 

 

作業キューのリンク 

[作業キュー] タブからは、搬入に関連付けられている文書にアクセスできます。  

監査を表示するには、[作業キュー] グリッドから監査を選択し、対応する [搬入を監査] リンクをクリック

します。 

 

 

搬入後のレビューで実施された特定のアクションに関連して、以下の情報が表示されます。 

• 搬入を監査 

• 搬入番号 

• ステータス 

• 関連書類 
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作業キューの文書 

[作業キュー] タブには、搬入に添付された裏付け文書も表示されます。  

添付された文書を開くには、下の [作業キュー] グリッドから搬入を選択し、[文書] 列の対応する [文書] リ

ンクをクリックします。  

 

 

[文書] リンクをクリックすると、添付された裏付け文書（コマーシャルインボイス、梱包明細書、信用状

など）が表示されます。  
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追加オプション 
Entry Verification への外部データの保存 
ONESOURCE Entry Verification には、ブローカーの搬入データに加えて、米国国勢調査や ACE データな

ど、申告内容を検証するための外部搬入データを保存できます。詳細については、[政府データの検証] 画

面をご覧ください。  

全米輸入者清算システム（NILS）の日付の保存 
清算/延長/停止の慣例上の通知が、ABI 搬入申告者である、すべての稼働可能な ABI 参加者に送付されま

す。この通知は法的拘束力はありませんが、清算に関する事前の電子的通知として考慮されます。  

全米輸入者清算（NIL）プログラムでは、輸入者はすべての慣例上の通知を、搬入申告者である特定の ABI 

参加者に送付するよう要請できます。このサービスを要請する輸入者は、税関に免責協定書を提出しなけ

ればなりません。 

NILS の下では、輸入者は、輸入者のすべての慣例上の清算通知を受け取るブローカーを 1 社指定できま

す。申告者の割り当てられたクライアント代表は、第三者である申告者が全米輸入者清算システム

（NILS）の下で清算通知を受け取れるようにするための情報を提供します。 

ONESOURCE Entry Verification に NILS データを提供する（指定ブローカー経由で送信する）ことによ

り、中央で一括して [NILS] 画面から清算日を追跡できます。  

この画面を有効にするには、以下の内容が要求されます。  

1. クライアントユーザーが、NILS をあらかじめ設定していること。 
2. クライアントユーザーが、NILS データを ONESOURCE に送信するように要求していること。  
3. Entry Verification の [NILS] 画面が NILS データを表示するように設定されていること。 
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政府データの検証 
ONESOURCE Entry Verification は、政府が提供するデータ（例: 国の ITRAC または ACE）を保存するため

に使用できます。これにより、通関業者が提出した内容と実際に税関の政府機関に申請した内容を検証し

たり、小規模ブローカーの搬入パケットをアップロードして保持したりできます。これは、不一致を検出

する場合に特に役立ちます。この画面は、[Entry Verification] メニューから [搬入の政府検証] を選択する

と表示されます。 

注釈: ACE データを使用する米国のクライアントには、ONESOURCE が標準の ACE レポートテンプレート

を提供します。このテンプレートを使用して、ACE データをインポートする必要があります。CBP では

現在、ACE レポートの電子的なインターフェースを使用できません。詳細については、Thomson Reuters 

の管理者にお問い合わせください。ACE レポートの作成手順については、このユーザーガイドの「米国 

ACE Web ポータルでの ACE 輸入申告レポートの作成」セクションをご覧ください。 
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ヘッダーフィルター 
[政府データの検証] 画面の左上のセクションには、一連のフィルターが含まれています。これらのフィル

ターは、データベース内のすべての政府搬入に含まれる特定の不一致を絞り込むのに役立ちます。この画

面では、搬入データをヘッダーレベルでより詳細に表示できます。  

 

 

[政府データの検証] 画面のフィルター機能は以下のとおりです。 

輸入国 国別にデータをフィルターします。複数の国の搬入を管理している場合、国を選択

するためのドロップダウンが表示されます。国を選択すると、選択した国の搬入が

表示されます。 

書類上の輸入

者 

事業単位または書類上の輸入者（IOR）でデータをフィルターします。 

検証タイプ 特定の不一致タイプで不一致メッセージをフィルターします。 

検索条件 搬入データを特定の項目（ブローカー ID、搬入番号、ハウス B/L、製造者 ID、輸入

者 ID など）で絞り込むことができます。 

 

データ列 
 

[政府データの検証] 画面には、以下のデータ列があります。 
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搬入番号 搬入を識別するための搬入番号。 

行番号 エラーが発生した搬入の行番号。 

搬入日 ONESOURCE Entry Verification に搬入が提出された日付。 

比較ソース 政府から提供されたデータのソーステーブル。 

ソース項目名 ソース項目の名前。 

ソース項目の値 通関業者がソース項目に入力した値。 

比較項目の値 政府のソースに応じてソース項目に表示される値。 

メッセージ ライン品目の検証タイプメッセージ。検証タイプメッセージの例を以下に示しま

す。 

• 搬入日が対応する政府の搬入日と一致しません。 

• HS 番号が対応する政府の HS 番号と一致しません。 

• 輸入者 ID が、対応する政府の輸入者 ID と一致しません。 

• 通関港が、対応する政府の通関港と一致しません。 
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追加詳細の表示 
搬入の追加詳細を表示するには、[政府データ検証] グリッドから搬入を選択し、対応する搬入番号（[搬入

番号]）をクリックします。 

 

 

搬入番号を選択すると、[政府データの検証] 画面が展開表示されます。展開ビューの詳細については、以

降の各セクションで詳しく説明します。 
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政府データの検証（展開ビュー） 
[政府データ検証] の展開ビューは、メインの [政府データの検証] 画面で強調されている不一致以外に、通

関業者が搬入で申告した内容をより詳細に表示するように設計されています。この展開ビューは、政府

（ITRAC/ACE）の搬入データの搬入を可視化できるようにします。 

政府データの検証展開ビューの機能は以下のとおりです。  

• 政府（ソース）と申告者（比較）のデータの表示および簡単なナビゲーション 

• 不一致（ページ上で赤で囲まれています） 

• 不一致の詳細な説明（マウスオーバーで表示されるツールチップボックスで確認できます） 

• 不一致の注釈の保存（不一致ごとの注釈項目を使用） 

• 搬入パケットの保存（文書の添付機能につながる、[文書] リンクを使用） 

• 選択した不一致を Excel スプレッドシートに変換する抽出機能 

• [通関摘要書] 画面および [搬入エラー報告] 画面へのリンク 
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関連書類の添付 
搬入を選択すると、[政府データの検証] 画面に [文書の添付] 画面へのリンクが表示されます。この画面で

は、選択した搬入に文書を添付、削除、管理できます。このプロセスの詳細については、このユーザーガ

イドの 「文書の添付」セクションをご覧ください。 

[文書の添付] 画面を開くには、まず [Entry Verification] メニューから [政府データの検証] 画面を開きま

す。画面が表示されたら、[搬入番号] 列から搬入を選択します。そうすると、画面上部に [文書の添付] ポ

ップアップへのリンクが表示されるので、クリックしてポップアップを開きます。 

搬入に添付されているすべての文書（搬入パケット、コマーシャルインボイスなど）は、[政府データ] タ

ブと [申告者データ] タブの両方にある [文書] リンクをクリックすると表示されます。。 

 

 

[文書] リンクをクリックすると、[文書リスト] ポップアップが開きます。搬入に関連するすべての文書

が、以下のようなグリッドに表示されます。[文書] 列のリンクをクリックすると、別のブラウザタブでフ

ァイルが開きます。 
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検証 

検証プロセスを開始するには、[政府データの検証] 画面の上部にある [検証] をクリックします。 

 

 

システムが検証プロセスを実行している間、以下のような通知メッセージが画面に表示されます。 

 

 

このプロセスでは、ページでフィルターされた基準に一致するすべての搬入の最新の更新バージョンが再

検証されます。検証を有効にするには、まず通関業者がエラーを修正しておく必要があります。検証エン

ジンは、ブローカーの修正データを搬入データと比較して、搬入を再検証します。画面は毎秒更新され、

検証ステップが完了するごとに表示されます。 

 

 

ワークフローが完了したか確認するには、[更新] をクリックします。 



ONESOURCE: Entry Verification   192 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

通関業者が提供した搬入の新バージョンが正しい（政府の搬入と一致する）場合、不一致は画面に表示さ

れなくなります。ただし、監査レコードとして履歴テーブルに書き込まれます。 

 

 

不一致を閉じる 
1.  つ以上の搬入の不一致を選択して削除するには、以下のグリッドから削除する不一致を 1 つ以上選択しま

す。削除する不一致を特定したら、左端の対応するボックスをオンにします。 

 

 

すべての搬入の不一致を選択して削除するには、グリッドヘッダーの左端にある [すべて選択] ボックスを

オンにします。 
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削除する不一致をすべて選択したら、画面上部の [不一致を閉じる] をクリックします。 

 

 

不一致を閉じると、画面から搬入が削除され、アーカイブ目的で履歴テーブルに書き込まれます。クロー

ズした不一致は、[搬入の検索] 画面で確認できます。このトピックの詳細については、このユーザーガイ

ドの 「搬入検索」画面セクションをご覧ください。 

 

検証の注釈の追加 

[政府データの検証] 画面で搬入を選択すると、その搬入に関連するすべての検証が画面に表示されます。  
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検証エラーごとに、搬入番号の左側に [注釈を表示] リンクが表示されます。 

注釈を開いて表示するには、[注釈] 列の [注釈を表示] リンクをクリックします。 

 

 

[注釈を表示] をクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開き、その搬入の既存の注釈すべてと、新

しい注釈を追加するためのオプションが表示されます。 
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新しい注釈を追加するには、ポップアップの上部にあるドロップダウンをクリックします。ドロップダウ

ンには、搬入のオプションと理由コードが表示されます。該当する理由コードを選択します。 

 

 
下のテキストボックスに注釈を入力します。このエラーを政府エラー報告に含める必要がある場合、[政府

のエラー報告に追加] ボックスをオンにします。注釈の準備ができたら、[送信] をクリックします。 

 
 

[送信] をクリックすると、注釈が搬入に保存されます。 

 
 

保存された注釈を表示するには、[Entry Verification] メニューから [通関摘要書] 画面を開きます。[搬入管

理] タブで、レビューする搬入を選択し、[注釈] 列の対応する [表示] リンクをクリックします。 
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[政府データの検証] 画面から注釈を表示するには、[政府データの検証] タブをクリックします。 

 
 

主要業績指標としての理由コードの使用 
理由コードは、実際の検証タイプエラーに関連するキー情報を取得するように構成できます。これらのユ

ーザー定義コードには、コードが示す内容に関する説明が含まれます。  

政府データのエラーに関する理由コードの例としては、[政府データが正しくありません] や [EV に送信さ

れたデータが正しくありません] などがあります。 

 

 

理由コードは、主要業績評価指標（KPI）レポートのエラーの性質、責任者、根本原因を把握するための

優れた方法です。 

エラーおよび問題を解決するために実行されたその他のアクションへの参照として、理由コードに関する

注釈を入力することもできます。理由コードの注釈は監査証跡に含まれ、Entry Verification の画面/タブに

表示される [注釈/注釈を表示] オプションを選択すると表示できます。 
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エラー報告書の作成 
理由コードを選択し、注釈を追加した後で、エラー報告書に不一致を添付できます。エラー報告書は、ユ

ーザーの判断で内部または外部で使用できます。 

[搬入エラー報告に進む] オプションを選択すると、[搬入エラー報告] 画面が開きます。この画面では、通

関業者 に E メールを送信する前に、すべてのエラー報告書を確認できます。  

 

 

 

 

エラー報告書の詳細については、ユーザーガイドの「搬入エラー報告」のセクションをご覧ください。  
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US ACE Web ポータルを使用した ACE 輸入申告レポートの作成 
クライアントの US ACE Web ポータルにアクセスするには、以下のリンクを使用します。 

https://ace.cbp.dhs.gov/ 

 

 

正常にログインしたら、[アカウント] タブを開きます。 

 

 

 

 

https://ace.cbp.dhs.gov/
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[表示] ドロップダウンリストで、[輸入者] を選択し、[移動] ボタンをクリックします。 

 

 

[タスクを選択] リストで [レポート] を選択します。 

 

 

[レポートとクイックビューツールを起動] セクションで、[ツールを起動] ボタンをクリックします。 

 

 

新しいウィンドウページが表示されます。左側に、[ホーム] と [文書] という 2 つのタブが表示されます。

[文書] タブを選択します。通常、このタブには、個人用レポートとパブリック共有レポートが含まれま

す。 
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次に、[フォルダ] タブを選択し、[パブリックフォルダ] > [ACE] > [ACE ホーム] に移動し、[ACE レポート

のホームページ] を開きます。 

 

 

新しく開いた [ACE レポートのホームページ] タブで、利用可能なワークスペースの中から [輸入者] を選

択します。 

 

 

新しいタブが開きます。[通関摘要書] セクションを選択し、定型レポート [ES-

003_Entry_Summary_Line_Tariff_Details] を開きます。 
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[プロンプト] ポップアップが画面に表示されます。[キャンセル] ボタンを押します。 
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レポートの編集を有効にするには、画面の左上にある [デザイン] ボタンを押します。 

Excel で抽出したレポートデータの自動データロードを有効にするには、レポートヘッダーのテーブルの

上にあるすべてのオブジェクト（以下のスクリーンショットの赤色の四角内のすべてのオブジェクト）を

削除します。 

 

 
ES-003 は定型レポートで、27 列しか含まれていません。新しい Universe で利用できるデータ要素を追

加するには、[データプロバイダーを編集] ボタンを押します（または [Ctrl+Q] をクリックします）。 

 

 

[クエリパネル] ポップアップでは、新しい Universe の通関摘要書の項目がフォルダ内に表示されます。追

加の列を Universe タブから [結果オブジェクト] タブにドラッグします。 
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[結果オブジェクト] タブに以下の 21 列を追加します。  

列名 フォルダ名 

申告者コード 通関摘要書 

申告者名 通関摘要書 

輸入者名 通関摘要書 

最終荷受人名 通関摘要書 

概算到着日 通関摘要書 

リリース日 通関摘要書 

輸送手段コード 通関摘要書 

運送業者コード 通関摘要書 

運送業者名 通関摘要書 

対外輸出者名 通関摘要書行 

製造業者名 通関摘要書行 

明細の総出荷重量（KG） 通関摘要書行 

輸出日 通関摘要書行 
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列名 フォルダ名 

HMF 金額の行 通関摘要書行 

MPF 金額の行 通関摘要書行 

海外積地港コード 通関摘要書行 

荷下港コード 通関摘要書行 

関係者インジケータ 通関摘要書行 

NAFTA 照合インジケータ 通関摘要書行 

照合ステータスコード 通関摘要書行 

 

完了したら、[閉じる] > [変更を適用して閉じる] をクリックします。 

 

 

新しく追加された列は、[利用可能なオブジェクト] タブに表示されます。 
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このレポートには、さらに 21 例の空欄が必要です。これらの列を追加するには、最後の列（関税の関税

額行）を押し、[挿入] > [右側に列を挿入] を 21 回押します。 

 

 

次に、新しく追加した列をドラッグし、空白の列ヘッダーに配置します。  
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注釈: レポートの列の順序を統一するために、21 列を以下の順序で追加してください。  

1. 申告者コード 

2. 申告者名 

3. 輸入者名 

4. 最終荷受人番号 

5. 最終荷受人名 

6. 概算到着日 

7. リリース日 

8. 輸送手段コード 

9. 運送業者コード 

10. 運送業者名 

11. 対外輸出者名 

12. 製造業者名 

13. 明細の総出荷重量（KG） 

14. 輸出日 

15. HMF 金額の行 

16. MPF 金額の行 

17. 海外積地港コード 

18. 荷下港コード 

19. 関係者インジケータ 

20. NAFTA 照合インジケータ 

21. 照合発行コード 

次に、[ファイル] > [名前を付けて保存] をクリックし、レポートを以下の場所に保存します。パブリック

フォルダ > ACE > 共有レポート > 貿易 > @米国輸入者名 - @税 ID 番号（ファイル名：「ES-

003_Entry_Summary_Line_Tariff_Details_-_EV.xlsx」）  

これにより、すべての輸入者タイプのアカウント所有者が、新しく作成されたレポートにアクセスできる

ようになります。 
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ACE レポートの実行 

Excel 形式のレポートを実行して抽出するには、ACE にログインし、[アカウント] タブに移動します。次

に、[表示] ドロップダウンリストから [輸入者] を選択し、[移動] ボタンを押します。[タスクを選択] リス

トで、[レポート] オプションを選択します。[レポートとクイックビューツールを起動] セクションで、ツ

ールを起動 を押します。 

新しいウィンドウページが表示されます。左側には [ホーム] タブと [文書] タブがあります。■■■左側に

は、[ホーム] タブと [文書] タブがあります。[文書] タブを選択します。通常、このタブには、個人用レポ

ートとパブリック共有レポートが含まれます。 

 

 

次に、[フォルダ] バーを選択します。パブリックフォルダ > ACE > 共有レポート > 貿易 > @米国輸入者名 

- @税 ID 番号を選択します。 

 

 

ダブルクリックしてレポートを実行します。レポートのレンダリングが終了したら、ドロップダウンリス

トアイコンをクリックし、[形式を選択して文書をエクスポート] > [Excel] を選択します。これにより、選

択した文書が Excel 形式のファイルにエクスポートされます。 

注釈: Excel ファイルへの文書のエクスポートを完了するには、下部に表示される Internet Explorer の [開

く] または [保存] アイコンをクリックする必要があります。 
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FTP を使用した ACE 輸入申告レポートの提出 

生成されたファイルは、ONESOURCE Global Trade チームが特別に作成した FTP フォルダに保存する必

要があります。最も簡単な方法は、Windows エクスプローラーを開き、アドレス

（ftp://ftp2.integrationpoint.net/）を貼り付け、Enter キーを押す方法です。 

FTP 認証ウィンドウが表示されます。ユーザーは、ONESOURCE Global Trade が提供するユーザー名とパ

スワードを入力し、ログオンを押す必要があります。 

 

 

そうすると、ユーザーは生成された Excel レポートを配置できる FTP フォルダに移動します。 

 

 

ftp://ftp2.integrationpoint.net/
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搬入照合 
搬入照合により、輸入者は、特定のデータ要素が後日提供または確認されることを前提に、搬入を申請で

きます。  

自信を持って情報を提供できるようになったら、情報を転記するために照合が提出され、必要に応じて追

加関税が請求または返金されます。搬入は、最も古い搬入が申請された日から 21 か月以内に照合を申請

できます。 

ONESOURCE Entry Verification の搬入照合機能を使用すると、以下のことができます。 

• 通関業者によって照合のフラグが設定されたすべての搬入を確認する 
• 搬入の照合コードを更新する 
• ONESOURCE Automated Broker Interface と統合し、照合を自己申告する（この機能を使用するに

は ONESOURCE ABI を購入する必要があります） 

搬入照合 
[搬入照合] 画面では、以下の操作を実行できます。 

• 現在照合が予定されている搬入（FTA または従来）を確認する 

• 現在照合が予定されていない搬入を更新する  

• 照合のフラグを更新し、照合の申告を許可する 

 

 

照合する搬入 

[照合する搬入] タブには、[照合フラグ] が [はい] に設定されているすべての搬入が表示されます。これ

は、ブローカーがその搬入に照合のフラグを立てたことを示します。  
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以下の列は、搬入がプロセスのどの段階にあるかを表します。 

FTA 照合検証 この列は、搬入に 1 つ以上の FTA 照合検証エラーがあるかどうかを示します。 

従来の照合検証 この列は、搬入に 1 つ以上の従来の照合検証エラーがあるかどうかを示します。 

ABI にプッシュ済

み  

この列は、搬入が検証のために ONESOURCE ABI モジュールにプッシュされたか

どうかを示します。 

照合にプッシュ済

み 

この列は、搬入が申告のために照合画面にプッシュされたかどうかを示します。 

FTA 照合フラグ この列は、この搬入に FTA 照合が必要かどうかを示す。 

 

上記のいずれの列においても、[N] は [いいえ] を示し、[Y] は [はい] を示します。 
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各搬入の横にあるチェックボックスを使用すると、一度に複数の搬入を選択できます。 

 

 

 

対照的に、チェックボックスの上にあるドロップダウンを使用すると、ページ内のすべての搬入、または

一度に利用可能なすべての照合搬入を選択できます。 

 

 

選択した照合フラグを更新 

不正な照合コードを解決するには、1 つ以上の搬入のボックスをオンにし、[選択した照合フラグを更新] 

をクリックします。  

 

 

この操作により、[照合フラグを更新] ポップアップが開きます。[照合フラグタイプ] （[従来] または 

[FTA]）および[照合フラグタイプ] （[はい] または [いいえ]）を選択します。次に、[照合フラグを更新] を

クリックします。 



ONESOURCE: Entry Verification   212 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

選択済み照合コードの更新 

不正な照合コードを解決するには、1 つ以上の搬入のボックスをオンにし、[選択した照合コードを更新] 

をクリックします。  

 

 

この操作により、[照合コードを更新] ポップアップが開きます。[照合発行コード] ドロップダウンをクリ

ックし、適切な照合コードを選択します。コードを選択したら、[照合コードを更新] をクリックします。

これにより、選択したコードがチェックされた搬入に適用されます。 

 

 

利用可能な照合コードは以下のとおりです。 

照合発行コード 意味 

001 価格 

002 分類 

003 9802 類 

004 値と分類 

005 値と 9802 類 
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照合発行コード 意味 

010 分類と 9802 類 

007 値、分類、9802 類 

選択したものを ABI に送信 

ユーザーのシステムが ONESOURCE ABI を含むように設定されている場合、ABI モジュールに対して搬入

をチェックし、すでに存在しているかどうか判断できます。 

この機能を実行するには、1 つ以上の搬入のボックスをオンにし、[選択したものを ABI に送信] をクリッ

クします。  

 

 

搬入が存在しない場合、ABI モジュールにプッシュされます。その旨を示すシステムメッセージが表示さ

れます。 

 

 

搬入が ABI モジュール内にすでに存在する場合は、[ABI 上書きデータ] ポップアップが開きます。このポ

ップアップでは、ABI の搬入を上書きするかどうかを確認するメッセージが表示されます。  

[続行] をクリックすると、データが ABI モジュールにプッシュされます。  

[キャンセル] をクリックすると、ABI モジュールに搬入をプッシュせずにウィンドウが閉じ、別の搬入を

選択できるようになります。 
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[搬入を表示] をクリックすると、[ABI 内の搬入] ポップアップが開きます。このポップアップには、選択

された搬入のうち、すでに ONESOURCE ABI 内にあり、[続行] をクリックすると上書きされてしまう搬入

のリストが表示されます。 

 

 

照合しない搬入 
[照合しない搬入] タブには、照合フラグが [Y] に設定されていない搬入がすべて表示されます。 

 

 

照合フラグを更新するには、グリッドから 1 つ以上の搬入を選択し、対応するボックスをオンにします。

次に、[選択した照合フラグを更新] をクリックします。 
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[選択した照合フラグを更新] をクリックすると、[照合フラグを更新] ポップアップが開き、照合フラグ の

値を選択するよう求められます。  

搬入の照合フラグを [Y] に更新するには、[照合フラグ] ドロップダウンから [はい] を選択し、[照合フラグ

を更新] をクリックします。これにより、搬入が [搬入を照合] タブに移動します。 

 

 

検証エラーのある搬入が ONESOURCE ABI モジュールにプッシュされた場合、その搬入は ABI モジュール

に残り、レビューと修正が行われます。  

搬入が検証エラーなしで ONESOURCE ABI にプッシュされた場合、[照合] 画面にプッシュされ、送信され

ます。 

 

ABI の検証 
搬入が ABI モジュールにプッシュされると、その完全性とデータエラーが検証されます。  

検証を確認するには、[ABI 検証] リンクをクリックします。これにより、新しいタブで ONESOURCE ABI 

モジュールが開き、[検証の摘要] タブがあらかじめ選択されます。 

 

 

タブのデータを変更するには、目的のタブを開き、[編集] をクリックします。データを追加したり、搬入

に取得できなかった更新を実行したりします。追加の変更を行ったら、画面上部の [検証] をクリックして
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検証を再実行します。これにより、ユーザーは [検証の摘要] タブにリダイレクトされ、未処理の検証を確

認できます。  

 

 

すべてのエラーが修正されると、[検証の摘要] タブが空白になり、搬入ステータスが [検証済み] に更新さ

れます。 

搬入が [検証済み] ステータスになると、[転記] ボタンが青色に変わり、ユーザーは搬入を転記できます。

クリックすると、搬入ステータスが [転記中] に変わります。[転記中] ステータスの搬入は変更できませ

ん。  

 

 

処理が完了すると、搬入ステータスが [転記済み] に変わります。搬入が転記済みになると、画面上部に以

下のメッセージが表示されます。[搬入が転記されました]  

搬入が転記されると、照合画面に自動的にプッシュされます。 

 

照合の準備 
[搬入照合] 画面から、[照合準備] リンクをクリックすると、新しいタブの [照合準備] 画面が開きます。  

 

 

[照合準備] 画面では、搬入が照合する搬入に割り当てられます。  

搬入に割り当て可能な搬入を検索するには、左端のドロップダウンから照合フラグを選択し、割り当てる

搬入の日付範囲を入力します。 
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範囲を選択し、ファイルに利用可能な搬入があれば、照合タイプを選択する必要があります。調整は、す

べての行に一度に適用することも、行ごとに手動で入力することもできます。 

 

 

申請する照合コードに応じて、新しい分類または値を指定し、該当する行に適用する必要があります。調

整名は必須で、追加のコメントを入力し、変更内容をさらに詳しく説明することができます。 

適用された調整は、[既存の調整] タブで確認できます。 
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